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考
え
て
お
ら
れ
る
。
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
は
、
こ
の
時
代
の
業
平
観
　
1
伊
勢

題

　
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
は
、
伊
勢
物
語
の
古
注
釈
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
書
の

特
徴
は
、
古
注
釈
の
中
で
も
「
男
女
の
和
合
の
功
徳
」
が
「
悟
り
」
に
直
結
す

る
と
説
く
点
に
あ
る
。
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
が
こ
の
特
徴
を
持
つ
背
景
に
つ
い
て
、

片
桐
洋
一
犬
は

　
　
言
亘
立
川
流
の
立
場
に
立
っ
た
「
伊
勢
物
語
」
秘
伝
書
と
い
う
よ
り
も
、

　
　
多
く
の
読
者
を
持
つ
「
伊
勢
物
語
」
に
よ
っ
て
真
言
立
川
流
を
説
こ
う
と
　
　

し
て
い
る
か
に
見
え
る
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
の
成
立
基
盤
も
、
文
観
の
周
　
　

辺
、
あ
る
い
は
文
観
の
影
響
を
著
し
く
受
け
た
人
々
の
世
界
に
求
め
ら
れ
　
　

る
の
で
は
な
い
か
。

と
、
こ
の
書
が
真
言
立
川
流
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
片
桐
聡
は
、
こ
の
書
の
成
立
を
文
観
の
影

響
の
大
き
か
っ
た
建
武
以
後
二
三
三
四
上
の
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代

物
語
」
観
を
考
え
石
上
で
大
変
参
考
と
な
る
。
『
謡
0
　
集
　
上
』
の
「
杜
若
」

の
頭
注
に
伊
藤
正
義
氏
が
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
書
は
謡
曲
の
典
拠

と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
の
伝
本
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
、
国
会
・
内
閣
―
九
大
―

1
　
犬
〔
皇
学
才
刈
谷
・
神
宮
―
桃
園
の
七
箇
所
の
所
蔵
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
願
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
神
宮
文
庫
に
は
、
宮
崎
文
庫
蔵
承
応
二
年
写
本

と
柿
崎
文
庫
蔵
天
白
二
年
写
本
の
二
本
か
お
り
、
阿
古
根
浦
口
伝
の
み
の
部
分

的
な
写
本
が
一
本
あ
る
。
ま
た
、
九
州
大
学
図
書
館
に
は
、
「
古
今
和
爵
集
濯

頂
口
伝
」
の
「
合
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
本
と
、
「
伊
勢
物
語
評
註
」
の
「
付
」

と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
本
の
二
つ
が
あ
る
。
大
津
有
一
対
が
「
九
大
図
書
路

蔵
本
」
と
さ
れ
た
の
は
前
者
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
本
を
「
九
州
大
学
図
書

館
蔵
本
」
と
呼
ぶ
。
大
津
匹
は
ま
た
、
上
野
図
書
館
蔵
本
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
片
桐
氏
に
よ
り
、
鉄
心
斎
文
庫
蔵
の
衣
笠
文
庫
旧
蔵
本
・
弘
安
五
年
奥
書

本
、
東
北
大
学
蔵
本
邸
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
完
全
な
写
本
と
し
て
は
以
上
十
三
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本
が
現
在
所
在
を
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

し
こ
の
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
の
写
本
は
、
二
系
統
に
分
か
れ
る
。
こ
の
系
統
分

類
を
最
初
に
行
っ
た
の
は
大
津
有
一
氏
で
あ
る
。
（
節
会
図
書
館
蔵
本
・
1
　
古

屋
大
学
蔵
本
―
東
北
大
学
蔵
本
―
鉄
心
斎
文
庫
蔵
の
衣
笠
文
庫
旧
蔵
本
及
び
弘

安
五
年
奥
書
本
・
九
州
大
学
図
書
館
蔵
の
「
伊
勢
物
語
評
註
」
に
付
載
さ
れ
て

い
る
本
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
）
大
津
氏
は
、

　
ア
、
内
聞
文
庫
蔵
本
ｔ
上
野
図
言
館
蔵
本
―
神
宮
文
庫
蔵
本
（
林
崎
文
庫
ｔ
　
　

天
白
二
年
写
∵
九
州
大
学
図
言
館
蔵
本

　
イ
、
桃
園
文
庫
蔵
本
・
刈
谷
図
書
館
蔵
本
―
神
言
文
庫
蔵
本
（
言
崎
文
庫
・
　
　

登
恥
二
年
子

と
分
類
さ
れ
た
。
テ
、
イ
は
便
宜
的
に
飯
塚
が
付
し
か
。
ま
た
神
言
文
庫
蔵

本
の
所
蔵
文
庫
1
　
・
年
記
も
飯
塚
が
付
し
か
。
）
大
津
氏
が
、
こ
の
系
統
を
分

け
る
基
準
と
さ
れ
た
最
も
大
き
い
祖
違
点
け
、

　
　
内
聞
文
庫
蔵
本
・
上
野
図
書
館
蔵
本
―
神
宮
文
庫
蔵
本
・
九
大
m
書
館
蔵
　
　

本
は
い
づ
れ
も
讐
へ
ば
内
閣
文
庫
蔵
本
の
例
で
ぃ
ふ
と
、
阿
古
根
浦
口
伝
　
　

の
地
神
五
代
の
説
明

　
　
　
此
五
の
物
も
又
お
の
く
死
す
る
事
な
き
に
よ
っ
て
、
が
う
し
て
今
か
　
　
　

み
を
ま
と
ひ
て
あ
れ
ど
も
お
の
く
は
な
れ
て
、
火
は
は
い
に
か
へ
り
、

　
　
　
水
は
水
に
か
ぺ
り
、
土
は
っ
ち
に
か
へ
り
、
風
は
か
ぜ
に
か
へ
る
時
死
　
　
　

す
る
と
は
云
な
り
。

　
　
ま
で
で
あ
る
が
、
神
宮
文
庫
蔵
承
応
二
年
写
本
・
刈
谷
m
言
館
蔵
本
・
桃
　
　

園
文
庫
蔵
本
は
更
に
世
継
の
本
文
と
か
、
朱
雀
院
の
注
と
か
、
長
能
の
私
　
　

記
と
か
を
挙
げ
て
、
尚
奥
言
を
も
加
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

と
、
ア
の
系
統
の
諸
本
邸
「
阿
古
根
浦
口
伝
」
の
地
神
五
代
の
説
㈲
ま
で
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
イ
の
系
統
の
諸
本
が
そ
れ
以
降
も
続
け
て
本
文
を
持
っ
こ
と

で
あ
る
。
な
お
、
片
桐
氏
は
、
大
津
氏
の
分
類
に
従
い
、
さ
ら
に
東
北
大
学
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匹
一

本
・
頭
会
図
書
館
蔵
本
を
ア
の
系
統
に
、
鉄
心
斎
文
庫
蔵
衣
笠
文
庫
旧
蔵
本
・

鉄
心
斎
文
庫
蔵
弘
安
五
年
奥
書
本
を
イ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
た
。
九
州
大
学
図

書
館
蔵
の
「
伊
勢
物
語
評
註
」
に
付
載
谷
れ
て
い
る
本
及
び
1
　
古
屋
大
学
蔵
本

は
未
見
で
あ
り
、
系
統
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
ー
イ
の
系
統
の
ど
ち
ら
が
本
来
的
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
片
桐
対

は
、

　
末
尾
の
部
分
の
存
す
る
方
が
本
来
の
形
で
あ
る
の
か
、
ま
た
存
し
な
い

方
が
古
い
形
な
の
か
、
に
わ
か
に
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
常
識
的

な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
奥
書
の
部
分
ま
で
揃
っ
て
い
る
系
統
の
方
が
よ
り

完
全
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
が
、
〔
研
究
篇
〕
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
髄
脳
自
体
が
、
総
論
と
深
秘
七
箇
条
で
I
往
終
っ
た
後
に
「
伊
勢
二

門
極
理
濯
頂
撰
、
阿
古
根
浦
口
伝
」
が
続
き
、
そ
の
補
充
と
も
い
う
べ
き

形
で
刈
谷
本
そ
の
他
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
の
末
1
　
部
分
か
存
す
る
と
い

う
、
い
わ
け
、
増
袖
に
増
補
を
重
ね
る
と
い
う
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
い
ず
れ
を
よ
し
と
も
断
定
し
か
ね
る
も
の
を
覚
え

る
の
で
あ
る
。

と
、
い
ず
れ
を
本
来
的
と
も
谷
れ
て
い
な

い
。
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
を
用
い
る

際
に
は
、
ど
ち
ら
が
本
来
的
と
も
言
え
な
い
こ
の
二
系
統
の
巾
か
お
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
う
ち
、
ア
の
系
統
に
属
す
る
本
で
は
、
神
言
文
庫
蔵
柿
崎
文
庫
蔵
本
の

翻
刻
が
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
資
料
糾
〕
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
イ
の
系
統

に
属
す
る
本
で
は
刈
谷
図
書
館
蔵
本
（
以
下
「
刈
谷
本
」
と
略
称
す
る
）
が
『
未

刊
願
文
古
注
釈
大
系
』
（
9
　
下
「
未
刊
」
と
略
称
す
る
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
こ
の
「
未
刊
」
の
本
文
は
、
そ
の
解
題
に

本
書
は
刈
谷
町
立
図
書
館
蔵
本
（
村
上
志
順
旧
蔵
）
を
底
本
と
し
て
、

言
文
庫
蔵
二
本
（
承
応
二
年
写
・
天
白
二
年
子
、
内
閣
末
庫
蔵
本
、

神帝
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目
図
書
館
蔵
本
（
不
忍
文
庫
旧
蔵
）
等
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
純
粋
に
「
刈
谷
本
」
の
本
文
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
本

と
の
混
合
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
純
粋
な
イ
の
系
統
の
本
文
は
未

翻
刻
で
あ
る
と
い
っ
て
ま
い
。

　
そ
こ
で
、
今
度
、
刈
谷
市
立
図
書
館
の
御
好
意
で
、
翻
刻
の
許
可
が
い
た
だ

け
た
の
で
、
こ
れ
を
翻
刻
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
底
本

と
し
て
、
校
本
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
存
倍
本
全
て
の
校
本
を
作
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
一
番
良
い
の
だ
が
、
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
両
系
統
の
本

文
を
概
観
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
対
校
本
に
刈
谷
本
と
系
統
の
異
な
る
林
崎
文

岸
蔵
本
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
刈
谷
本
の
系
統
の
申
で
の
具
文
の
巾
を
考
え
る
た

め
、
対
校
本
と
し
て
も
う
一
本
、
現
存
諸
本
の
中
で
最
も
古
く
、
刈
谷
本
と
㈲

じ
系
統
で
最
善
本
と
考
え
ら
れ
る
鉄
心
斎
文
庫
蔵
弘
安
五
年
奥
書
本
を
選
ん

だ
。
校
本
は
こ
の
三
本
で
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
諸
本
の
調
査
は
今
後
の
継

続
課
題
と
し
た
い
。

　
柿
崎
文
庫
蔵
本
は
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
資
料
篇
〕
』
　
（
前
掲
）
に
翻
刻
谷
れ

て
い
る
も
の
を
、
鉄
心
斎
文
庫
蔵
弘
安
五
年
奥
書
本
は
『
鉄
心
斎
文
庫
蔵
　
伊

勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
　
二
』
に
影
印
で
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
片
桐
氏
の

本
に
よ
り
、
校
異
に
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
（
鉄
心
斎
文
庫
蔵
弘
安
五
年

奥
書
本
は
、
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
の
識
語
ま
で
の
本
来
の
部
分
に
「
ロ
訣
」
「
系

図
」
「
万
葉
集
歌
」
「
古
仙
抄
歌
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
増
補
の
部
分
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
校
異
に
は
つ
け
な
い
こ
と
と
す
る
。
）

　
「
刈
谷
本
」
の
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
と
か
っ
て
い
る
。

　
一
、
〔
書
態

　
ミ
　
〔
総
論
〕

　
　
　
1
、
「
伊
勢
の
功
徳
」
を
知
ら
せ
る
意
味

　
　
　
2
、
「
伊
勢
」
は
和
合
を
意
味
す
る
こ
と

　
　
大
義
晴
〔
滋
春
〕
が
業
平
の
悟
り
を
知
る
こ
と

　
　
娃
、
『
伊
勢
物
語
』
が
「
和
合
」
の
物
語
で
あ
る
こ
と

三
、
〔
業
平
が
臨
終
の
際
に
有
常
娘
の
極
楽
往
生
を
約
京
し
た
こ
言

四
、
〔
深
秘
第
一
、
和
合
と
悟
り
〕

五
、
〔
深
秘
第
二
「
悟
り
の
人
」
が
「
迷
へ
る
女
」
と
和
合
す
る
意
味
〕

六
、
〔
深
秘
第
三
、
迷
ひ
の
心
と
悟
り
の
心
が
一
体
化
す
る
意
味
〕

七
、
〔
深
秘
第
宍
悟
り
の
時
、
和
合
で
あ
る
か
ら
「
迷
ひ
」
も
な
い
五
業
　

平
と
染
殿
内
侍
〕

八
、
〔
深
秘
第
入
無
相
無
念
と
は
：
水
平
の
斎
宮
へ
の
歌
、
義
晴
（
言
春
）
　

の
業
平
葬
儀
の
時
の
歌
〕

九
、
〔
深
秘
第
六
、
悟
り
の
時
、
皆
和
合
で
あ
る
か
ら
善
悪
の
区
別
は
な
巴

十
、
〔
深
秘
第
七
、
往
古
犬
㈲
神
を
血
脈
の
始
め
と
す
る
こ
と
〕

十
一
、
〔
「
千
葉
破
」
と
い
う
こ
色

　
　
～
、
「
千
葉
破
」
の
意
味

　
　
に
、
「
我
心
こ
そ
神
」
で
あ
る
こ
と

　
　
3
、
業
平
の
悟
り
と
神
と
の
関
係

　
　
犬
義
晴
〔
滋
春
〕
の
悟
り

十
二
、
〔
伊
勢
二
門
　
極
理
温
頂
撰
　
阿
古
根
浦
口
伝
〕

　
　
1
、
業
平
瀞
往
告
明
神
に
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と

　
　
2
、
業
平
が
往
古
明
神
よ
り
「
阿
古
根
浦
口
伝
」
を
伝
授
谷
れ
た
こ
と
　
　

3
、
業
平
の
返
歌
の
意
味

　
　
4
、
『
伊
勢
』
の
意
味

　
　
犬
「
秋
津
島
」
の
起
源
と
天
神
七
代
旬
地
神
五
代

　
　
G
、
天
神
七
代
・
地
神
五
代
と
は

　
　
7
、
6
項
の
地
神
五
代
に
関
す
る
説
へ
の
反
論

　
　
8
、
「
世
継
」
に
記
さ
れ
た
伊
壮
冊
―
伊
壮
升
諾

∧
三
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9
、
「
朱
雀
院
註
」
の
伊
非
諾
・
伊
非
冊

10n

斎
宮
の
起
源

結
び
I
業
平
の
恩

　
土
二
、
〔
識
語
〕

本
年
度
は
、
十
〔
深
秘
第
七
、
住
吉
大
明
神
を
血
脈
の
始
め
と
す
る
こ
と
〕
ま

で
を
翻
刻
し
、
そ
れ
以
降
を
次
年
度
と
す
る
。

　
解
題
・
凡
例
二
刈
谷
本
」
の
下
読
み
は
飯
塚
が
、
「
鉄
心
斎
文
庫
蔵
弘
安
五

年
奥
書
本
」
の
下
読
み
は
蛯
江
が
、
校
異
凡
例
・
校
異
の
調
査
は
米
m
が
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
た
。
そ
の
後
全
員
で
互
い
の
原
稿
を
検
討
し
た
。
本
稿
の
責
任
は

三
人
が
負
う
も
の
と
す
る
。
な
お
誤
り
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
御
塾
示
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
凡
　
　
　
例
〕

1
、
底
本
は
、
愛
知
県
刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
村
上
文
庫
本
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」

を
用
い
た
。

2
、
校
異
は
以
下
の
二
本
に
つ
い
て
、
片
桐
氏
の
本
に
よ
っ
て
付
し
か
。

　
林
－
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
蔵
本
（
十
一
丁
7
以
降
の
本
文
を
欠
く
。
）

　
　
　
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
資
料
篇
〕
』
　
片
桐
洋
一
著
　
昭
和
四
四
年
一
月
　
　
　

発
行
　
明
治
書
院
　
四
四
五
－
四
五
九
頁

　
鉄
－
鉄
心
斎
文
庫
蔵
弘
安
五
年
奥
書
本
（
「
ロ
訣
」
「
系
図
」
「
万
葉
集
歌
」
「
古
　
　
　

仙
抄
歌
」
を
校
異
の
対
象
か
ら
除
く
。
）

　
　
　
『
鉄
心
斎
文
庫
蔵
　
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
　
二
』
　
片
桐
洋
一
　
芦
沢
　
　
　

新
二
　
平
成
元
年
一
月
発
行
　
八
木
書
店
　
三
九
九
－
四
四
七
頁

3
、
送
り
仮
名
、
漢
字
・
ひ
ら
仮
名
・
片
カ
ナ
等
の
表
記
の
違
い
は
残
し
か
。

4
、
底
本
の
旧
字
体
は
原
則
と
し
七
新
字
体
に
改
め
た
。

5
、
清
濁
の
表
記
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

６
、
底
本
に
は
句
読
点
が
な
い
。

を
付
し
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

意
昧
上
の
区
切
り
に
、
飯
塚
が
私
に

‾¬　　

ゝ

L＿

7
、
底
本
の
ル
ビ
ー
注
記
は
（
　
）
を
付
け
ず
に
記
し
か
。
誤
字
と
推
定
さ
れ

る
場
合
、
飯
塚
が
私
に
注
を
加
え
た
も
の
は
、
そ
の
右
傍
に
（
　
）
付
き
で
注

し
た
。

〔
校
異
凡
例
〕

校
異
の
形
式
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

a
、
「
刈
谷
本
」
と
対
校
本
文
と
の
表
現
が
異
な
っ
て
　
　

文
を
挙
げ
る
。

　
　
（
刈
谷
本
）
「
…
…
」
－
（
対
校
本
）
「
ホ
ホ
ホ
」

い
る
場
合
、
両
方
の
本

b
、
「
刈
谷
本
」
に
あ
る
語
が
対
校
本
文
に
な
い
場
合
、
刈
谷
本
の
本
文
を
挙
　
　

げ
る
。

　
　
（
刈
谷
本
）
「
…
…
」
－
（
対
校
本
）
ナ
シ

①
表
記
の
差
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
原
則
と
し
て
校
異
に
挙
げ
な
い
。
但
し
、

　
「
刈
谷
本
」
で
仮
1
　
書
き
さ
れ
て
お
り
、
意
眸
の
と
り
に
く
い
語
句
で
、
他
の

本
に
漢
字
で
示
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
校
具
と
は
区
別
せ
ず
に
載
せ
た
。

②
「
林
崎
文
庫
蔵
本
」
と
「
鉄
心
斎
文
庫
蔵
弘
安
五
年
奥
書
本
」
が
同
文
で
表

記
の
異
な
る
場
合
は
、
（
林
―
鉄
）
と
し
、
「
林
崎
文
庫
蔵
本
」
の
表
記
を
記
し

か
。

③
「
林
崎
文
庫
蔵
本
」
の
傍
注
は
校
異
と
は
し
な
か
っ
た
。
但
し
、
本
文
中
、

　
（
　
）
を
用
い
て
補
わ
れ
て
い
る
文
字
か
お
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
転
記
し
た
。

T
〔
書
　
　
　
題
〕

伊
勢
物
語
髄
脳

　
　
右
近
中
将
在
原
朝
臣
義
晴
謹
言



刈谷市立図書館村上文庫蔵「伊勢物語髄脳」（1）

〈
校
異
〉

]

．
鉄

心

右
近
－
（
林
）
左
近
権
　
2
　
義
晴
－
（
林
・
鉄
）
滋
春
　
3
　
書
－
（
林

序

二
、
　
　
　
〔
総
　
　
　
　
　
　
　
論
〕

〒
、
「
伊
勢
の
功
徳

そ
な
ハ
し
侍
る
お
こ
り
を
尋
ぬ
れ
は
、
た
ゝ
た
か
ま
の
里
よ
り
天
降
り
、
た
ら

夫
、
人
琳
を
う

に
乱
ハ
や
ふ
り
て
い
て
し
を
は
し
め
と
せ
り
、
是
を
お
も
へ

さ
と
り
も
な
か
り
け
る
に
、
畑
し
な
く
み
な
も
と
を
乱
れ
て

徳
」
を
知
ら
せ
る
意
味
）

け
、
我
あ
き
つ
し
ま
に
生
れ
て
、
天
地
開
け
て
、
日
［
月
を
み

終

ち
を
の
は
こ
の
露
、
た
ら
ち
め
の
う
ミ
の
ほ
と
り
に
か
た
ち
を
や
と
し
て
、

ハ
、
迷
ひ
も
な
く
、

、
あ
か
し
の
浦
の

い
や
ま
し
に
ふ
か
き
さ
か
い
に
お
も
む
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

あ
り
明
の
月
を
た
も
と
に
か
け
さ
り
け
る
こ
と
ハ
、
み
な
伊
勢
の
ふ
た
つ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
8
お
こ
り
て
、
し
る
と
し
ら
さ
る
と
ハ
か
り
な
り
、
し
る
人
ハ
、
い
や
ま
し
に
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

と
く
を
ま
し
、
し
ら
さ
る
人
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
2
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

し
か
る
に
し
や
う
し
の
さ
と
に
い
て
た
い
し
や
う
の
く
る
ま
の
こ
の
輪
に
ふ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

く
め
く
り
て
、
ま
こ
と
の
門
に
い
た
ら
さ
る
こ
と
か
な
し
き
か
な
、
あ
る
ひ
ハ
　
　
　
　
　
　

2
5

久
か
た
の
あ
ま
の
く
に
ゝ
生
れ
て
、
又
そ
こ
よ
り
底
に
し
つ
ミ
、
あ
る
ひ
ハ
ひ
　
　
　
　
　

2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7

ま
な
き
け
ふ
り
に
き
え
は
て
、
或
ハ
、
く
も
は
や
し
の
花
を
な
か
め
て
、
ほ
し

ち
め

且

　
9
　
ほ
と
り
に
I
（
林
）
　
い
ば
り
に

ち
ハ
や
ふ
り
て
I
（
林
）
ち
は
や
ぶ
り

1
0
　
や
と
し
て
I
（
鉄
）
　
や
と
し

1
2
　
迷
ひ
I
（
林
）
ま
ど
ひ
　
1
3

よ
し
な
く
I
（
林
）
よ
し
な
き
を
く
り
に
　
1
4
　
忘
れ
て
I
（
林
）
か
す
れ
　
1
5

か
け
さ
り
け
る
I
（
林
）
う
け
ざ
り
け
る
　
（
鉄
）
か
け
け
る
　
1
6
　
み
な
I
（
廿

是
み
な
　
1
7
　
ふ
た
つ
よ
り
お
こ
り
て
I
（
鉄
）
二
よ
り
奥
り
て
　
1
8
　
く
と

く
I
（
林
）
　
ば
と
け
の
く
ど
く
　
1
9
　
ふ
か
き
さ
か
い
に
お
も
む
く
I
（
林
）
　
わ

ろ
き
さ
か
ひ
に
を
も
む
き
て
　
2
0
　
に
い
て
I
（
林
）
を
出
て
　
（
鉄
）
を
い
て

2
1
　
た
い
し
や
う
の
く
る
ま
I
（
林
）
お
ぐ
る
ま
　
（
鉄
）
大
小
の
車
　
2
2
　
こ

の
輪
に
I
（
林
）
こ
の
わ
の
　
2
3
　
に
い
た
ら
さ
る
こ
と
I
（
林
）
を
出
ざ
る
事

の
　
（
鉄
）
　
に
い
ら
さ
る
こ
と
　
2
4
　
か
な
し
き
か
な
I
（
林
）
　
か
な
し
き
也

（
鉄
）
な
し
き
哉
（
「
な
」
の
上
に
「
か
」
の
書
き
添
え
あ
り
）
　
2
5
　
あ
ま
の

く
に
ゝ
－
（
林
）
天
（
圧
し
て
（
こ
）
　
の
く
に
ゝ
　
2
6
　
け
ふ
り
に
き
え
は

て
I
（
林
）
け
ぶ
り
と
き
え
は
て
ぬ
。
し
か
る
も
、
こ
れ
は
ま
こ
と
の
み
ち
に

お
こ
ら
ず
し
て
、
い
た
づ
ら
に
た
よ
り
な
し
。
（
鉄
）
　
け
ふ
り
に
消
は
て
ぬ

2
7
　
く
も
ぱ
や
し
の
花
を
な
か
め
て
I
（
林
）
雲
の
は
や
し
の
花
を
な
が
め
て

の
く
ら
ゐ
に
い
ゑ
ゐ
を
し
た
り
と
い
へ
と
も
、
い
ま
だ
こ
の
伊
勢
の
ふ
た
つ
よ

り
む
ま
れ
て
、
伊
勢
の
く
と
く
を
し
ら
す
、

〈
校
異
〉

1
　
う
け
I
（
林
）
う
け
て
　
2
　
生
れ
て
I
（
林
）
生
出
て
　
3
　
天
地
開
げ

て
I
（
林
）
あ
め
つ
ち
ひ
ら
け
　
4
　
み
そ
な
ハ
し
侍
る
I
（
林
）
　
み
そ
な
は

し
ゝ
　
5
　
お
こ
り
I
（
鉄
）
そ
の
お
こ
り
　
6
　
た
か
ま
の
里
よ
り
天
降
り

I
（
林
）
王
皇
よ
り
あ
ひ
く
だ
り
て
　
（
鉄
）
た
か
ま
の
里
よ
り
天
く
た
り
て

7
　
露
－
（
林
）
　
つ
ゆ
に
か
げ
を
や
ど
し
て
　
8
　
た
ら
ち
め
の
I
（
鉄
）
た
ら

（
鉄
）
雲
林
の
花
を
詠
て
　
2
8
　
い
ゑ
ゐ
を
し
た
り
I
（
林
）
　
い
へ
い
を
し
め
た

り
　
（
鉄
）
家
ゐ
に
し
た
り
　
2
9
　
ふ
た
つ
よ
り
む
ま
れ
て
I
（
林
）
二
よ
り
生

じ
て
　
（
鉄
）
二
よ
り
生
れ
て
　
3
0
　
伊
勢
の
く
と
く
を
I
（
林
）
ま
た
伊
せ
の

く
ど
く
を
も

言
、
「
伊
勢
」
は
和
合
を
意
珠
す
る
こ
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

ま
た
い
せ
の
ふ
た
つ
ハ
、
有
に
も
あ
ら
す
、
な
き
に
も
あ
ら
す
、
色
も
な
く
、

　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

心
も
な
き
な
り
、
ひ
と
つ
に
し
て
、
ひ
と
つ
に
も
あ
ら
す
、
伊
な
く
し
て
ハ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

勢
も
な
し
、
伊
勢
の
ふ
た
つ
ハ
ふ
た
つ
な
り
、
ふ
た
つ
と
し
ハ
ら
く
い
へ
る
ハ
、

　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

ま
よ
へ
る
人
を
し
て
、
ひ
と
つ
の
さ
と
り
に
い
れ
ん
か
た
め
な
り
、
ひ
と
つ
と

云
は
、
乱
と
る
人
を
し
て
、
ま
こ
と
の
こ
と
ハ
り
を
レ
ら
せ
ん
か
た
め
な
り
ヽ

万
そ
う
み
な
伊
勢
な
れ
ハ
、
ま
し
そ
う
な
ら
へ
て
ひ
と
つ
也
、
伊
勢
と
云
ハ
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
五
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女
な
り
、
な
ん
に
よ
の
1
　
を
た
て
た
り
、
た
ゝ
て
ん
か
ま
ん
斧
つ
み
な
ひ
と
っ

和
合
な
り
、
伊
勢
と
云
は
和
合
ひ
と
っ
の
1
　
な
り
、

〈
校
言

よ
　
有
に
も
I
（
林
）
あ
る
に
　
2
　
な
き
に
も
I
（
林
）
な
き
に
　
（
鉄
）
鉦

に
も
　
3
　
色
も
I
（
林
）
色
　
ル
　
心
も
な
き
な
り
I
（
林
）
心
な
く
な
り
に

け
り
　
5
　
ひ
と
っ
に
し
て
、
ひ
と
っ
に
も
あ
ら
す
I
（
林
）
　
一
に
し
て
、
ふ

た
っ
に
あ
ら
ず
。
二
つ
に
し
て
、
ひ
と
っ
に
あ
ら
ず
。
（
鉄
）
　
一
に
し
て
一
に

も
あ
ら
す
　
6
　
伊
勢
の
ふ
た
っ
ハ
ふ
た
っ
な
り
、
よ
か
っ
と
し
ハ
ら
く
い
へ

る
ハ
ー
（
林
）
勢
な
く
し
て
は
、
伊
も
な
し
。
よ
か
っ
は
、
よ
か
っ
な
り
と
い

へ
ど
も
、
し
ば
ら
く
　
（
鉄
）
伊
勢
の
二
八
二
な
り
二
と
し
は
ら
く
い
へ
る
ハ

フ
　
ま
よ
へ
る
入
－
（
林
）
　
ま
よ
ふ
人
　
8
　
ひ
と
っ
の
I
（
鉄
）
　
一
の
　
9

い
れ
ん
I
（
林
）
　
い
ら
し
め
む
　
1
0
　
吝
と
る
人
を
』
て
、
ま
こ
と
の
こ
と
ハ

り
を
I
（
林
）
さ
と
り
の
人
を
し
て
、
盲
六
の
理
を
　
（
鉄
）
悟
人
を
し
て
実
の
辻

と
ハ
り
を
　
1
1
　
し
ら
せ
ん
大
柿
）
　
し
ら
し
め
む
　
1
2
　
な
ら
へ
て
ひ
と
っ

也
－
（
林
）
　
み
な
一
と
な
り
ぬ
　
1
3
　
伊
勢
と
云
ハ
ー
（
林
）
　
い
せ
と
い
っ
は

（
鉄
）
又
伊
勢
と
い
ふ
ハ
　
1
4
　
な
ん
に
よ
の
1
　
を
た
て
た
り
I
（
林
）
1
　
に
わ

か
っ
こ
と
は
よ
ろ
し
く
ま
よ
ひ
の
た
め
也
。
只
和
合
に
よ
り
て
、
お
と
こ
・
女

の
二
の
名
を
た
て
た
り
。
（
鉄
）
男
女
の
名
を
た
て
た
り
　
1
5
　
て
ん
か
I
（
林
）

天
下
の
　
1
6
　
ひ
と
っ
和
合
な
り
I
（
鉄
）
　
一
和
合
也
　
1
7
　
和
合
ひ
と
っ
の

名
な
り
I
（
林
）
ひ
と
っ
の
1
　
に
て
有
也
。
（
鉄
）
和
合
一
の
1
　
也

言
、
義
晴
〔
滋
春
〕

幸
に
、
今
、
此
し
き
し
ま
に
む
ま
れ
て
、
よ
し
ハ
る
も
、
ま
た
伊
勢
の
こ
の
さ

が
業
平
の
悟
り
を
知
る
こ
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
｛
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
／

と
り
を
得
こ
と
う
れ
し
き
か
な
、
あ
ハ
れ
な
る
か
な
、
そ
の
さ
と
り
の
つ
な
を

こ
ね
の
う
ら
の
な
ミ
ひ
ろ
く
、
素
首
尾
尊
の
こ
と
葉
を
な
か
く
つ
た
は
り
、
み

う
ち
は
へ
て
、
末
の
世
に
く
る
を
な
り
、
ま
よ
ひ
の
闇
を
ひ
る
か
へ
し
て
、
み

れ
ハ
、
い
さ
な
き
い
ざ
な
ミ
の
た
ね
を
ま
き
、
た
ね
を
お
さ
め
し
古
し
へ
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

も
す
そ
川
の
み
か
上
た
え
ず
、
伊
勢
ふ
た
つ
の
ミ
や
は
し
ら
た
て
し
よ
り
、

古
の
神
谷
ぴ
た
り
し

ま
し
に
さ
か
へ
て
、

此24松21
の
葉
ハ
ち
り
う
す
る
事
な
く
、
み
と
り
ふ
か
く

23　住

な
ぞ
ア
ノ
す
F
、
ド
フ
ミ
一
哨
乃
く
　
丿
さ
F
。
j
ズ
く
　
し
べ

さ
と
り
を
得
た
る
事
、
在
原
の
業
平
、
我
か
ら
ち
と

な
り
、
其
な
か
れ
絶
え
せ
ね
ハ
、
お
も
ふ
事
い
は
て
や
と
、
い
さ
め
し
言
の
葉

の
し
か
に
、
我
ま
た
し
る
事
な
り
、
谷
れ
ハ
、
た
ら
ち
を
ハ
、
な
と
り
の
位

30

に
そ
な
ハ
り
ま
し
く
て
、
お
も
ひ
お
も
は
ぬ
け
ち
め
を
う
し
な
ひ
て
、

32

あ
し
の
さ
か
ひ
を
へ
た
て
す
、

い
つ
か
の
ミ
や
の
、
世
を
の
か
れ
し
時
ハ
、
い

よ
し
　
　4

　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

ろ
も
な
く
、
心
も
な
く
な
か
め
を
お
こ
し
、
若
紫
の
ふ
か
き
ち
き
り
を
の
こ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
7

て
ハ
、
く
ら
き
に
き
は
ま
り
ぬ
と
の
た
ま
ひ
た
り
け
る
な
る
へ
し
、
し
か
の
ミ

な
ら
す
、
み
す
も
あ
ら
す
と
い
ふ
ハ
、
ぶ
か
つ
な
き
こ
と
葉
を
お
し
へ
た
り
、

《
校
言

1
　
幸
に
I
（
林
）
幸
　
2
　
し
き
し
ま
I
（
林
）
し
ま
し
ま
　
3
　
よ
し
ハ
る

上
林
・
鉄
）
　
し
げ
は
る
　
4
　
こ
の
さ
と
り
を
得
こ
と
I
（
林
）
　
二
の
さ
と
り

を
う
る
こ
と
　
（
鉄
）
二
の
悟
を
う
る
こ
と
　
5
　
う
れ
し
き
I
（
林
∇
よ
ろ
こ

ば
し
き

６
　
か
な
I
（
林
）
　
か
な
や
　
7
　
さ
と
り
I
（
林
）
　
お
ぼ
へ
　
（
鉄
）

悟
　
8
　
末
の
世
―
（
鉄
）
す
ゑ
に
世
（
但
し
「
に
」
の
右
に
「
ノ
」
の
書
き

添
え
が
あ
る
。
）
　
9
　
を
な
り
I
（
林
）
　
こ
と
か
く
、
三
界
の
衆
生
生
死
長
夜

の
　
（
鉄
）
と
也
　
1
0
　
み
れ
ハ
ー
（
林
）
は
る
ぐ
む
か
し
を
た
づ
ね
み
れ
ば
、

天
の
わ
か
み
こ
・
下
照
姫
I
　
1
1
　
い
ざ
な
ミ
の
I
（
林
）
伊
弊
冊
　
1
2
　
な

ミ
ー
（
林
）
め
ぐ
み
の
な
み
　
B
　
こ
と
葉
を
I
（
林
）
　
こ
と
ぼ
け
　
（
鉄
）
　
こ

と
葉
　
且
　
っ
た
は
り
I
（
林
）
　
つ
た
は
り
て
　
1
5
　
み
も
す
そ
川
の
I
（
豊

な
ら
の
み
か
ど
の
み
も
す
そ
川
は
き
ょ
き
と
く
を
う
っ
し
て
五
十
鈴
川
の

（
鉄
）
み
も
す
そ
川
の
清
き
な
か
れ
を
く
み
て
五
十
鈴
川
の
　
1
6
　
た
え
す
I

（
林
）
た
え
ば
　
1
7
　
伊
勢
ふ
た
っ
の
I
（
林
）
　
い
せ
の
二
つ
　
（
の
）
　
（
鉄
）
　
い

せ
の
二
の
　
1
8
　
ミ
や
は
し
ら
I
（
林
・
鉄
）
宮
ば
し
ら
を
　
1
9
　
た
て
し
ょ

り
I
（
鉄
）
　
た
て
し
た
て
し
ょ
り
　
2
0
　
神
－
（
鉄
）
祢
（
誤
字
か
？
）
　
2
1
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松
の
葉
ハ
ー
（
林
）
松
の
は
　
2
2
　
み
と
り
ふ
か
く
I
（
鉄
）
ふ
か
く
　
2
3
　
い

や
ま
し
に
I
（
林
）
　
い
よ
く
年
　
2
4
　
さ
と
り
を
得
た
る
I
（
林
）
谷
と
り
を

う
る
　
（
鉄
）
悟
を
得
た
る
　
2
5
　
往
原
の
I
（
鉄
）
在
原
　
2
6
　
我
か
ら
ち
と

な
り
I
（
林
）
わ
が
た
ら
ち
お
也
　
（
鉄
）
は
か
た
ら
ち
お
な
り
　
2
7
　
言
の
葉

－
（
鉄
）
か
と
の
は
　
2
8
　
な
と
り
の
位
－
（
林
）
さ
と
り
一
位
　
（
鉄
）
覚
の

位
　
2
9
　
そ
な
ハ
り
ま
し
く
て
I
（
林
）
そ
な
は
り
て
　
3
0
　
お
も
ひ
お
も

は
ぬ
I
（
林
）
死
し
て
思
ふ
ぉ
も
は
ぬ
　
（
鉄
）
思
ひ
思
ぬ
（
「
ぬ
」
の
上
に
「
ハ
」

の
書
き
添
え
あ
り
）
　
冊
　
け
ち
め
を
う
し
な
ひ
て
I
（
林
）
け
ぢ
（
め
）
し
て
、

な
が
し
う
し
な
ひ
て
　
3
2
　
へ
た
て
す
I
（
林
）
た
て
ず
　
3
3
　
い
っ
か
の
ミ

や
の
I
（
林
）
　
い
っ
き
の
み
ゃ
　
討
　
い
ろ
も
な
く
ノ
1
　
も
な
く
I
（
林
）
ふ
た

っ
も
な
し
、
心
も
（
と
）
　
な
き
　
3
5
　
お
こ
し
I
（
林
）
残
し
　
（
鉄
）
　
ナ
シ

3
6
　
の
こ
し
て
ハ
ー
（
鉄
）
残
し
て
　
3
7
　
き
は
ま
り
ぬ
I
（
林
・
鉄
）
ゆ
か
ず

3
8
　
み
す
も
あ
ら
す
と
い
ふ
ハ
ー
（
林
）
　
み
ず
も
あ
ら
ず
も
と
い
ふ
て
は
、
し

る
し
ら
ぬ
こ
と
の
葉
も
　
3
9
　
ふ
た
っ
な
き
こ
と
葉
－
（
林
）
二
な
き
こ
と
の

は
（
鉄
）
　
二
な
き
こ
と
は

T
、
「
伊
勢
物
語
」
が
「
和
合
」
の
物
語
で
あ
る
こ
と
）

そ
も
く
、
此
伊
勢
物
語
と
云
ハ
、
和
合
の
物
か
か
り
か
り
、
和
合
の
ひ
と
っ

を
、
よ
ろ
っ
の
こ
と
葉
と
、
ま
よ
ひ
の
ま
へ
に
は
み
れ
と
も
、
し
る
人
の
前
に

ハ
、
た
ゝ
ひ
と
っ
和
合
に
し
て
有
な
り
、
唯
、
是
、
し
る
人
の
、
し
ら
さ
る
人

を
し
て
、
す
く
ハ
ん
か
た
め
な
り
、
是
を
ま
こ
と
の
伊
勢
の
ふ
た
つ
の
ま
な
ひ

心
さ
し
の
ゆ
く
も
と
の
の
そ
み
に
て
あ
る
へ
し
、
此
伊
勢
、
わ
か
も
と
よ
り

ひ9

と
つ
和
合
軋
り
、
き
た
る
事
も
な
け
れ
ハ
、
乱
る
事
も
な
し
、
色
も
心
も
、
ま

こ
と
の
牡
な
け
れ
ハ
、
む
さ
う
無
ね
ん
な
り
と
云
へ
る
な
る
へ
し
、
此
ゆ
へ
を
、

今
、
よ
し
は
る
、
む
か
し
の
事
を
思
ひ
、
ミ
つ
か
ら
心
を
め
く
ら
し
て
、
た
ら

ち
を
の
し
る
し
の
こ
せ
る
ふ
し
を
と
ふ
ら
ぴ
お
け
る
言
葉
を
2
　
　
ら
ぬ
と
こ
ろ
な

り

〈
校
異
〉

土
　
和
合
の
I
（
林
）
わ
が
う
　
2
　
和
合
の
ひ
と
つ
を
I
（
林
）
わ
が
う
ひ
と

つ
の
　
（
鉄
）
和
合
ひ
と
つ
を
　
3
　
こ
と
葉
と
I
（
林
）
　
ゆ
う
は
の
　
（
鉄
）

こ
と
の
は
に
　
4
　
ひ
と
つ
和
合
に
し
て
I
（
林
）
わ
が
う
ひ
と
つ
に
て
　
（
鉄
）

一
袷
に
て
（
「
袷
」
の
右
に
「
ワ
カ
ウ
」
と
ル
ビ
あ
り
。
〔
和
〕
と
〔
合
〕
　
の
合

字
ら
し
い
。
）
　
5
　
な
り
I
（
林
）
に
　
（
鉄
）
ナ
シ
　
6
　
ふ
た
つ
の
ま
な
ひ

I
（
林
）
二
の
ま
な
み
（
鉄
）
二
の
ま
な
ひ
　
7
　
伊
勢
―
（
林
・
鉄
）
　
い
せ
は

8
　
わ
か
I
（
林
―
鉄
）
ナ
シ
　
9
　
ひ
と
つ
和
合
－
（
鉄
）
　
一
和
合
　
1
0
　
な

り
、
き
た
る
事
も
I
（
林
）
な
り
け
り
。
こ
れ
は
な
り
□
せ
の
こ
と
ば
に
は
う

せ
ざ
り
け
り
。
き
た
る
事
　
1
1
　
ざ
る
事
も
な
し
、
色
も
心
も
、
ま
こ
と
の
牡

な
け
れ
ハ
ー
（
林
）
さ
る
事
な
し
。
色
も
心
も
、
実
琳
也
け
れ
ば
、
こ
れ
を
　
（
鉄
）

是
を

に

1
2
　
な
り
と
云
へ
る
I
（
林
）
と
い
ふ
　
1
3
　
ゆ
へ
を
I
（
林
・
鉄
）
故

且
　
よ
し
は
る
I
（
林
―
鉄
）
あ
り
は
ら
の
し
げ
は
る
　
1
5
　
ミ
つ
か
ら

－
（
林
）
み
づ
か
ら
の
　
1
6
　
た
ら
ち
を
I
（
林
）
た
ら
ち
ね
　
1
7
　
ふ
し
を
と

ふ
ら
ひ
お
け
る
言
葉
を
ゑ
ら
ぬ
と
ご
ろ
な
り
I
（
林
）
ゆ
ふ
は
を
う
け
て
、
わ

づ
か
に
七
か
で
う
の
髄
脳
を
光
ら
ぷ
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し
　
（
鉄
）
　
ふ
し
を
と

ふ
ら
ひ
い
ひ
を
け
る
こ
と
葉
を
う
け
て
わ
つ
か
に
七
ヶ
条
の
髄
脳
を
ゑ
ら
ふ
と

こ
ろ
な
り

畏
〔
業
平
拶
臨
終
の
際
に
有
常
娘
の
極
楽
往
生
を
約
束
し
た
こ
と
〕

　
↑
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
乙

　
一
　
ち
ゝ
業
平
朝
臣
、
元
慶
四
年
五
月
廿
七
日
の
夜
半
に
い
た
り
て
、
す
て
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
り

心
上
ハ
け
に
み
え
し
と
き
、
在
常
の
女
、
枕
に
よ
り
て
、
か
ほ
を
あ
は
せ
て
、

　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
D

か
か
し
ミ
の
な
ミ
た
を
な
か
し
て
い
は
く
、
我
君
う
せ
な
ん
後
ハ
、
お
も
ひ
の
　
　
　
　

6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

闇
に
ま
よ
ふ
て
、
咎
た
め
て
つ
ミ
ふ
か
き
道
に
お
も
む
き
て
、
く
ら
き
よ
り
く
　
　
　
　
　
　

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

ら
き
に
い
た
り
な
ん
と
い
へ
る
に
、
よ
め
る
、

　
　
0

　
　
1

　
　
し
る
や
き
み
我
に
な
れ
ぬ
る
よ
の
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



飯塚恵理人・蛯江ゆき・米Eヨ真理

　
く
ら
き
に
ゅ
か
ぬ
た
よ
り
あ
り
せ
は

是
ハ
、
伊
勢
の
ま
こ
と
の
さ
と
り
の
お
も
む
き
、
ち
に
伊
勢
物
語
を
か
き
た
ま

へ
る
こ
ゝ
ろ
さ
し
、
け
と
り
し
や
う
の
た
め
な
り
、
さ
と
れ
る
業
平
に
あ
ぴ
ぬ

る
、
世
の
人
ハ
、
や
ミ
に
た
と
ら
す
、
ま
こ
と
の
道
に
縁
を
結
ぶ
こ
と
を
ハ
し

ら
ぬ
か
と
、
よ
ま
れ
た
る
な
り
、
お
そ
ら
く
ハ
、
よ
し
は
る
此
ゑ
い
ひ
と
っ
を

ま
こ
と
の
お
し
へ
に
ゑ
た
り
、
こ
れ
、
ハ
か
り
ゆ
う
に
、
伊
勢
物
か
た
り
を

つ
た
へ
ん
人
ハ
、
ま
っ
我
ち
≒
業
平
の
ゑ
い
さ
う
を
た
も
っ
へ
し
、
そ
の
さ

う
は
、
ゑ
ほ
し
0
　
2
だ
ヽ
れ
に
、
‰
を
き
ぬ
を
き
せ
た
り
、
是
吝
い
こ
の
夜
半
の

す
か
た
な
り
、
此
う
た
を
」
心
き
て
、
枕
の
う
へ
に
若
む
ら
さ
き
の
女
を
加
く
へ

し
、
此
時
ま
こ
と
の
伊
勢
の
さ
と
り
ま
な
こ
に
あ
ら
ハ
れ
た
る
か
ゆ
へ
に
、
こ

の
伊
勢
ハ
和
合
の
名
な
り
、
た
ゝ
ひ
と
つ
和
合
に
し
て
、
し
ハ
ら
く
男
女
と
ふ

た
つ
の
名
を
つ
け
た
り
、
和
合
、
元
来
の
1
　
な
り
、
和
合
の
時
、
ふ
た
つ
の
物
、

ひ
と
つ
に
乱
れ
あ
ひ
て
、
ひ
と
つ
と
な
る
な
り
、

〈
校
異
〉

1
　
一
　
ち
ゝ
業
平
朝
臣
－
（
林
）
　
一
、
ち
ゝ
な
り
ぴ
ら
の
朝
巨
　
2
　
廿
七

日
の
I
（
林
―
鉄
）
廿
七
日
　
3
　
在
常
の
女
－
（
鉄
）
有
常
か
娘
　
4
　
か
な

し
ミ
ー
（
林
）
か
な
し
び
　
（
鉄
）
悲
　
5
　
我
－
（
林
）
　
ナ
シ
　
G
　
ま
よ
ふ

て
I
（
林
）
ま
よ
ひ
て
　
（
鉄
）
迷
て
　
7
　
さ
た
め
て
つ
ミ
ふ
か
き
道
に
お
も

む
き
て
I
（
林
）
ナ
シ
　
8
　
い
た
り
な
ん
と
い
へ
る
に
I
（
林
）
人
な
む
と
み

ゆ
る
に
　
9
　
よ
め
る
I
（
林
・
鉄
）
よ
め
る
寄
　
1
0
　
し
る
や
き
み
I
（
林
）

し
ぬ
る
あ
い
だ
は
　
1
1
　
せ
は
I
（
林
・
鉄
）
と
は
　
1
2
　
さ
と
り
の
お
も
む

き
、
ち
に
I
（
林
）
　
さ
と
り
の
を
も
む
き
、
ち
ゝ
の
　
（
鉄
）
悟
の
趣
父
　
1
3

か
き
I
（
林
）
か
き
を
き
　
（
鉄
）
書
　
1
4
　
こ
ゝ
ろ
さ
し
、
け
と
り
し
や
う
の

I
（
林
）
　
こ
ゝ
ろ
ざ
し
は
、
こ
れ
化
度
り
し
や
う
の
　
1
5
　
さ
と
れ
る
I
（
林
）

さ
と
る
　
1
6
　
世
の
人
ハ
ー
（
林
）
　
せ
け
ん
の
人
は
　
（
鉄
）
世
の
中
の
人
は

1
7
　
ま
こ
と
の
道
に
縁
を
結
ふ
こ
と
を
ハ
し
ら
ぬ
か
と
I
（
林
）
ま
こ
と
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

ち
に
え
ん
を
む
す
び
、
し
ら
ぬ
が
、
や
み
に
た
ど
ら
む
ず
ら
む
と
　
（
鉄
）
実

の
道
に
縁
を
む
す
ふ
こ
と
を
は
し
ら
ぬ
か
と
　
1
8
　
よ
し
は
る
I
（
林
・
鯵

し
げ
は
。
る
　
1
9
　
ゑ
い
ひ
と
つ
を
ま
こ
と
の
I
（
林
）
う
た
一
を
ま
こ
と
の

（
鉄
）
詠
一
を
実
の
　
2
0
　
こ
れ
、
ハ
か
り
ゆ
う
に
I
（
林
）
　
こ
れ
、
わ
が
な
が

れ
に
　
（
鉄
）
是
我
流
に
　
2
1
　
我
ち
～
業
平
の
I
（
林
）
わ
れ
、
な
り
ひ
ら

が
　
2
2

ビ
あ
言

ゑ
い
さ
う
I
’
（
林
）
影
像
　
（
鉄
）
影
像
（
但
し
「
ヤ
ウ
サ
ウ
」
の
ル

2
3
　
さ
う
I
（
林
）
か
た
ち
　
（
鉄
）
像
　
2
4
　
ひ
た
ゝ
れ
I
（
林
）

な
を
し
　
2
5
　
あ
を
き
ぬ
を
I
（
林
）
あ
を
き
き
ぬ
　
（
鉄
）
青
き
き
ぬ
を
　
2
6

か
き
て
I
（
鉄
）
書
て
　
2
7
　
か
く
へ
し
、
此
時
ま
こ
と
の
I
（
林
）
か
き
ふ
し
、

此
時
ま
こ
と
の
　
（
鉄
）
　
か
く
へ
し
此
時
実
の
　
2
8
　
さ
と
り
ま
な
こ
に
あ
ら

ハ
れ
た
る
か
I
（
林
）
さ
と
り
の
ま
な
こ
あ
ら
は
れ
光
る
　
（
鉄
）
覚
ま
な
こ
に

あ
ら
ハ
れ
た
る
か
　
2
9
　
ひ
と
つ
和
合
－
（
鉄
）
一
和
合
　
3
0
　
に
し
て
I
（
豊

に
て
　
3
1
　
し
ハ
ら
く
I
（
林
）
よ
ろ
し
く
　
3
2
　
と
ふ
た
つ
の
1
　
－
（
林
）
　
の

二
1
　
　
（
鉄
）
と
二
の
1
　
　
3
3
　
元
来
の
1
　
な
り
I
（
林
）
も
と
よ
り
此
1
　
也
け

り

（
鉄
）
元
来
の
1
　
な
り
け
り
　
討
　
ふ
た
っ
の
I
（
林
・
鉄
）
　
二
の
　
3
5

ひ
と
つ
に
I
（
林
）
　
一
つ
に
　
（
鉄
）
　
一
に
　
3
6
　
乱
れ
あ
ひ
て
I
（
林
）
　
み
だ

れ
あ
ふ
て
　
3
7
　
ぴ
と
つ
と
I
（
林
・
鉄
）
　
一
と

四
、
〔
深
秘
第
二
和
合
と
悟
り
〕

4

し
ん
ひ
た
い
の
第
一
に
い
は
く
、
な
ん
に
よ
そ
う
く
わ
い
の
時
、
と
も
に

ゆ
ふ
う
ふ
し
て
た
か
ひ
に
一
念
を
生
す
る
、
こ
の
か
う
し
や
う
の
心
、

則
こ
う

を
む
す
ひ
て
、
と
も
に
さ
と
る
時
ハ
、
い
よ
く
ふ
っ
よ
う
を
け
と
こ
す
、
唯

さ
と
り
の
人
ハ
、

和

匹
口
す
る
時
、
閉
開
た
か
ひ
に
ひ
と
つ
と
な
り
て
、
五
行
匹

大
心
、
あ
ひ
と
も
に
ゅ
と
ぅ
し
て
、
二
に
ん
の
ふ
た
っ
の
ね
ん
く
よ
し
と
し

や
う
っ
う
し
て
、
一
念
生
る
な
り
、
か
う
し
や
う
の
時
、
さ
と
り
の
ひ
と
お
も

ふ
へ
し
、
こ
の
か
う
し
や
う
ハ
、
是
、
わ
か
し
や
う
に
あ
ら
す
、
人
の
か
う
し
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つ
に
も
あ
ら
す
、
天
下
万
象
、

五
行
四
大
、
み
な
く
伊
勢
な
り
、
ざ
る
を
、

わ
れ
ハ
さ
と
り
、
人
ハ
ま
よ
ひ
、
し
る
と
し
ら
さ
る
と
ハ
か
り
な
り
、
今
和
合

の
時
、
ま
よ
ひ
の
心
、
ね
ん
な
く
し
て
、
さ
と
り
も
ま
よ
ひ
も
、
よ
し
と
お
も

へ
る
一
念
を
、
礼
合
し
か
う
し
や
う
す
、
も
と
よ
り
ミ
な
和
合
な
れ
ハ
、
此
和

合
の
時
、
さ
と
り
心
ひ
と
つ
に
な
り
、
通
し
か
う
し
や
う
す
る
時
ハ
も
と
よ
り

な
く
、
伊
勢
ほ
ん
し
や
う
し
や
う
の
和
合
な
り
、
ま
よ
へ
る
心
、
さ
と
れ
る
心

‰
と
つ
に
な
し
て
、
佛
の
た
ね
を
き
さ
し
、
礼
こ
と
の
さ
と
り
に
ゑ
ん
を
む
す

ふ
な
り
、
是
、
し
ん
し
つ
の
伊
勢
の
す
い
な
う
な
り
、

〈
校
異
〉

I
エ
　
ー
　
し
ん
ひ
た
い
の
第
一
に
い
は
く
I
（
林
）
深
秘
第
一
云
　
（
鉄
）
秘
々

第
一
に
云
　
2
　
な
ん
に
ょ
I
（
林
）
お
と
こ
を
ん
な
　
（
鉄
）
男
女
　
3
　
そ

う
く
わ
い
I
（
林
）
　
き
う
く
は
ひ
　
（
鉄
）
　
交
會
　
4
　
ゆ
ふ
う
ふ
I
（
林
）
　
ゆ

ふ
ぇ
ん
　
（
鉄
）
融
同
　
5
　
一
念
を
生
す
る
、
こ
の
か
う
し
ゃ
う
の
心
、
則

こ
う
を
む
す
ひ
て
I
（
林
）
　
一
ね
ん
合
成
す
。
此
が
う
し
ゃ
う
の
こ
ゝ
ろ
、
す

な
は
ち
き
ょ
う
を
む
す
ぶ
。
と
も
に
ま
よ
ふ
と
き
は
、
り
ん
ゑ
の
き
ょ
う
を
む

す
ぶ
。
　
（
鉄
）
　
一
念
を
合
成
の
時
業
を
結
ひ
共
に
ま
よ
ふ
時
ハ
と
も
に
輪
廻

の
こ
う
を
結
2
　
　
　
6
　
ふ
っ
よ
う
I
（
林
）
　
ほ
と
け
の
用
　
7
　
さ
と
り
の
人

ハ
ー
（
林
）
さ
と
る
人
は
、
ま
よ
ふ
人
に
　
（
鉄
）
覚
人
と
迷
人
と
　
8
　
ひ
と

っ
と
な
り
て
I
（
林
）
ひ
と
っ
と
な
る
。
（
鉄
）
　
一
と
な
り
て
　
9
　
五
行
四
大

心
－
（
林
）
　
五
行
四
大
の
こ
ゝ
ろ
　
1
0
　
あ
ひ
と
も
に
I
（
鉄
）
相
共
に
　
1
1

ゆ
と
ぅ
I
（
林
）
ゆ
ふ
ぇ
む
　
（
鉄
）
融
同
　
1
2
　
二
に
ん
の
ふ
た
っ
の
ね
ん
く

よ
し
と
し
ゃ
う
っ
う
し
て
、
一
念
生
る
な
り
I
（
林
）
　
ふ
た
り
の
I
々
の
お
も

ひ
に
ょ
し
と
な
る
□
う
し
て
、
一
ね
む
を
が
う
し
ゃ
う
す
る
也
。
　
（
鉄
）
　
二

人
の
こ
の
念
々
吉
と
成
通
し
て
一
念
を
　
1
3
　
か
う
し
ゃ
う
の
I
（
林
）
　
こ
の

が
う
し
ゃ
う
の
　
1
4
　
さ
と
り
の
ひ
と
I
（
林
）
さ
と
り
の
人
（
と
）
　
（
鉄
）

覚
人
　
1
5
　
し
ゃ
う
I
（
林
・
鉄
）
合
成
　
1
6
　
人
の
か
う
し
う
に
も
あ
ら
す

－
（
林
）
　
ナ
シ
　
（
鉄
）
人
の
合
成
に
も
あ
ら
す
　
1
7
　
み
な
く
I
（
林
・
鉄
）

皆
　
1
8
　
さ
と
り
I
（
鉄
）
　
さ
と
る
　
1
9
　
ま
よ
ひ
、
し
る
と
し
ら
さ
る
と
ハ

が
り
な
り
、
今
和
合
の
時
－
（
林
）
ま
よ
へ
り
。
し
る
と
し
ら
ざ
る
と
ば
か
り

な
り
。
今
和
合
の
時
、
　
（
鉄
）
ま
（
但
し
、
傍
に
「
よ
ひ
し
る
と
し
ら
さ
る

と
ば
か
り
な
り
い
ま
わ
か
う
の
と
き
ま
」
と
書
き
添
え
か
お
る
。
）
　
2
0
　
ま
よ

ひ
の
心
、
ね
ん
I
（
林
）
此
ま
よ
ふ
心
、
他
念
　
（
鉄
）
　
よ
ひ
の
心
地
念
　
2
1

さ
と
り
も
ま
よ
ひ
も
I
（
林
―
鉄
）
さ
と
る
も
ま
よ
ふ
も
　
2
2
　
和
合
し
I
（
鉄
）

和
合
し
て
　
2
3
　
さ
と
り
心
－
（
林
）
さ
と
る
心
に
　
（
鉄
）
察
心
　
2
4
　
1
　
と

つ
に
I
（
鉄
）
　
一
に
　
舛
一
　
通
し
I
（
林
）
　
つ
う
じ
て
　
（
鉄
）
　
通
し
て
　
2
6

な
く
I
（
林
）
也
　
2
7
　
伊
勢
ほ
ん
し
や
う
し
や
う
I
（
林
）
　
い
せ
の
ほ
ん
う
し

や
う
う
ち
う
　
（
鉄
）
い
せ
の
本
有
常
住
　
2
8
　
和
合
な
り
I
（
林
）
わ
が
う
と

な
る
な
り
　
2
9
　
さ
と
れ
る
I
（
林
・
鉄
）
　
さ
と
り
の
　
3
0
　
ひ
と
つ
に
な
し

て
I
（
林
）
ひ
と
つ
に
な
り
て
　
（
鉄
）
　
一
に
な
し
て
　
訂
　
ま
こ
と
の
I
（
鉄
）

実
の
　
3
2
　
伊
勢
の
I
（
林
）
伊
勢

五
、
〔
深
秘
第
二
、
『
悟
り
の
人
』
が
『
迷
へ
る
女
』
と
和
合
す
る
意
昧
〕

'1

し
ん
ひ
た
い
第
二
に
い
は
く
、

さ
と
り
の
人
、
和
合
の
時
、
お
も
へ
、
こ

の
和
合
ハ
、
こ
れ
天
下
の
万
象
、
ミ
な
和
合
に
て
有
な
り
、
ち
し
や
う
し
や
う

し
や
う
の
和
合
な
り
、
此
和
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

ハ
、
み
な
佛
な
り
、
さ
と
り
を
得
時
の
和
合
ハ
、

　
8

ほ
と
け
の
よ
う
を
は
と
こ
し
、
し
ゅ
し
を
あ
ら
ハ
す
な
り
、
佛
琳
を
し
や
う
し

ゆ
す
る
し
ゆ
し
と
い
ふ
ハ
、
こ
れ
も
い
ん
な
り
、

こ
の

い
ん
佛
の
非
を
し
や
う

し
ゆ
す
る
な
り
、
こ
れ
ハ
け
と
利
生
の
た
め
な
り
、
ほ
と
け
出
給
ふ
と
お
も
ヘ

ハ
、
ま
ん
ず
つ
と
い
ふ
八
十
か
い
な
り
、
十
か
い
と
い
ふ
ハ
、
地
獄
・
餓
鬼
―

畜
生
・
修
羅
・
几
・
天
・
聾
聞
―
縁
覚
・
菩
薩
・
胤
な
り
、
比
十
界
皆
和
合
な

り
、
さ
と
り
の
ほ
さ
つ
、
仏
も
是
和
合
な
り
、
ま
よ
へ
る
ち
こ
く
・
餓
鬼
・
畜

八
九
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か
う
し
や
う
す
る
時
ハ
、
さ
と
り
の
心
・
ま
よ
ひ
の
心
ひ
と
つ
に
な
る
な
り
、

ふ
つ
し
ゆ
を
き
さ
し
、
ま
こ
と
の
さ
と
り
に
け
ち
ゑ
ん
し
て
、
さ
と
り
を
う
る

な
り
、
こ
れ
も
む
さ
の
け
と
利
や
く
と
い
ふ
な
り
、
さ
れ
ハ
谷
と
れ
る
人
ハ
ま

　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

よ
へ
る
女
に
和
合
し
て
、
こ
の
く
わ
ね
ん
を
な
し
て
、
和
合
の
と
き
ゆ
と
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

か
う
し
や
う
し
て
、
此
一
ね
ん
を
な
す
、
ま
よ
へ
る
女
さ
と
り
の
心
に
ひ
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
2
　
　
　
　
　
　
　
3
3
　
　
　
　
　
3
4

に
な
り
て
、
終
に
悟
の
縁
を
結
び
、
悪
道
に
ゆ
か
ぬ
な
り
、

〈
校
異
〉

1
　
一
　
し
ん
ひ
た
い
第
二
に
い
は
く
、
さ
と
り
の
人
－
（
林
）
深
秘
第
二
云
、

さ
と
り
の
人
　
（
鉄
）
深
秘
第
二
云
覚
の
人
　
2
　
和
合
の
時
、
お
も
ヘ
ー
（
林
）

和
合
の
時
、
田
む
へ
り
　
（
鉄
）
和
合
時
を
　
3
　
天
下
の
万
象
I
（
鉄
）
天
下
万

象
　
4
　
に
て
I
（
鉄
）
　
し
て
　
5
　
ち
し
や
う
し
や
う
し
や
う
I
（
林
）
此
わ

が
う
は
、
自
ら
清
浄
　
（
鉄
）
自
性
清
0
　
　
6
　
和
合
ハ
ー
（
林
）
わ
が
う
　
7

さ
と
り
を
得
－
（
林
）
さ
と
り
を
え
ぬ
　
（
鉄
）
覚
を
う
る
　
8
　
し
ゆ
し
を
あ

ら
ハ
す
な
り
、
佛
牡
を
し
や
う
し
ゆ
す
る
し
ゆ
し
と
い
ふ
ハ
ー
（
林
）
種
子
は

仏
琳
を
じ
や
う
じ
ゆ
す
。
種
子
と
い
ふ
は
　
（
鉄
）
種
を
あ
ら
ハ
す
也
仏
姉
を

成
就
す
る
種
子
と
云
は
　
9
　
こ
れ
も
I
（
林
）
こ
れ
　
（
鉄
）
ナ
シ
　
1
0
　
こ

の
い
ん
I
（
林
）
此
ゐ
ん
は
　
（
鉄
）
　
ナ
シ
　
1
1
　
佛
の
非
－
（
林
）
仏
牡
　
1
2

し
や
う
し
ゆ
す
る
I
（
林
）
生
ず
る
　
（
鉄
）
成
す
る
　
1
3
　
こ
れ
ハ
け
と
利
生

の
た
め
な
り
、
ほ
と
け
出
給
ふ
と
お
も
ペ
パ
ー
（
林
）
け
ど
り
し
や
う
の
ば
と

け
世
に
出
給
ふ
と
思
へ
り
　
（
鉄
）
　
こ
れ
ハ
化
度
利
生
の
た
め
に
ほ
と
け
い
て

給
ふ
と
思
へ
　
且
　
十
か
い
と
I
（
鉄
）
ナ
シ
　
1
5
　
人
―
天
－
（
林
）
に
ん
げ

ん
・
天
上
　
1
6
　
佛
－
（
林
）
仏
果
　
1
7
　
此
十
界
皆
和
合
か
り
、
さ
と
り
の

ほ
ざ
つ
、
仏
も
是
和
合
な
り
、
ま
よ
へ
る
ち
こ
く
I
（
林
）
　
こ
の
十
か
い
み
な

わ
が
う
し
、
ま
よ
へ
る
。
ぢ
ご
く
　
1
8
　
六
道
－
（
林
）
六
だ
う
の
ま
よ
ぴ
の

1
9
　
こ
の
I
（
林
）
み
な
こ
の
　
2
0
　
ひ
と
つ
に
み
た
れ
た
り
I
（
林
）
ひ
と
つ

に
み
だ
れ
あ
ふ
也
。
一
念
を
　
（
鉄
）
　
ひ
と
つ
て
み
の
あ
ひ
た
り
　
2
1
　
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

な
り
I
（
林
）
な
り
　
（
鉄
）
成
也
　
2
2
　
ま
こ
と
の
I
（
鉄
）
実
の
　
2
3
　
さ

と
り
I
（
鉄
）
悟
　
2
4
　
こ
れ
も
む
さ
の
け
と
利
や
く
と
い
ふ
な
り
I
（
林
）
是

を
む
さ
う
の
げ
ど
ゝ
い
ふ
也
　
（
鉄
）
是
を
無
佐
の
化
度
利
益
と
云
也
　
2
5

さ
と
れ
る
I
（
林
）
さ
と
り
の
　
2
6
　
女
に
I
（
林
）
女
の
　
2
7
　
く
わ
ね
ん
I

（
林
）
く
は
ん
ね
ん
　
（
鉄
）
観
念
　
2
8
　
ゆ
と
う
、
か
う
し
や
う
I
（
林
）
ゆ

う
え
ん
　
（
鉄
）
融
㈲
合
成
　
2
9
　
此
一
ね
ん
を
な
す
I
（
林
）
　
こ
の
と
き
一
念

合
成
す
れ
ば

3
2
　
悟
の
I
（

討
　ぶ

1 ／＼
J

林30

心

谷
と
り
の
I
（
鉄
）
覚
の
　
鉦
　
ひ
と
つ
に
I
（
鉄
）
　
一
に

さ
と
り
に
　
（
鉄
）
覚
の
　
3
3
　
結
ひ
I
（
林
）
む
す
び
て

悪
道
に
ゅ
か
ぬ
I
（
林
）
あ
し
き
み
ち
に
ゅ
か
ざ
る

〔
深
秘
第
＝
T
迷
ひ
の
0
　
と
悟
り
の
心
が
一
体
化
す
る
意
味
〕

し
ん
ひ
た
い
三
に
い
は
く
、
さ
と
り
の
人
、
和
合
の
時
、
た
か
ひ
に
こ
く
、

し
や
う
す
る
時
、
ひ
と
り
の
手
の
指
を
以
て
、
女
の
か
ね
の
う
へ
に
、
伊
勢
和

合
い
つ
か
く
と
か
く
、
こ
れ
ハ
な
ん
・
に
よ
わ
か
う
す
る
時
、
互
に
心
ひ
と
つ

に
な
り
、
一
つ
か
く
と
し
や
う
す
る
と
い
ふ
な
り
、
か
く
て
お
う
な
ま
つ
I
ね

ん
ゆ
と
う
の
ね
ん
を
ぱ
と
こ
す
時
、
も
と
の
和
合
の
心
わ
れ
・
人
と
て
か
わ
ら

す
、
た
ゝ
虚
空
に
へ
ん
ま
ん
し
た
る
1
　
な
れ
と
も
、
ま
よ
ひ
ぬ
る
心
に
よ
り
て
、

ま
よ
ふ
な
り
、
こ
の
ま
よ
ひ
の
ヽ
レ
ヽ

さ
と
り
の
心
ひ
と
つ
に
な
る
時
、

と
り
の
か
う
し
や
う
た
り
し
さ
と
り
の
心
に
な
る
、
業
平
、
此
利
益
を
は
と
こ

さ
ん
か
た
め
に
、
ま
谷
に
女
に
和
合
せ
し
な
り
、
さ
れ
ハ
、
わ
れ
に
な
れ
ぬ
る

よ
の
人
の
く
ら
き
に
ゆ
か
す
と
よ
ま
れ
た
り
、

〈
校
具
〉

王
　
｝
　
し
ん
ひ
た
い
三
に
い
は
く
I
（
林
・
鉄
）
深
秘
第
三
云
　
を
　
さ
と

り
の
I
（
林
）
　
谷
と
る
　
3
　
た
か
ひ
に
こ
く
、
し
や
う
す
る
I
（
林
）
た
が
ひ

に
き
は
め
、
し
や
う
ず
る
　
（
鉄
）
互
極
成
す
る
　
4
　
手
の
指
－
（
鉄
）
手
巾
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ひ
　
5
　
女
の
I
（
林
）
女
o
　
G
　
い
つ
か
く
I
（
林
）
ひ
と
咎
と
り
　
（
鯵

一
覚
　
7
　
か
く
I
（
鉄
）
書
　
8
　
こ
れ
ハ
ー
（
鉄
）
　
こ
れ
　
9
　
な
ん
I
に

よ
I
（
林
）
お
と
こ
・
あ
ん
な
　
亘
）
男
女
　
1
0
　
す
る
時
－
（
林
）
　
の
と
き

（
鉄
）
す
る
　
1
1
　
互
に
心
ひ
と
つ
に
な
り
I
（
林
）
た
が
ぴ
の
心
ひ
と
つ
に
な

る
と
き
　
（
鉄
）
互
忍
に
な
る
時
〔
「
忍
」
は
「
に
　
（
＝
丹
）
心
」
と
も
読
め

る
。
〕
　
1
2
　
一
つ
か
く
と
し
や
う
す
る
と
い
ふ
な
り
、
か
く
て
お
う
な
ま
つ
I

ね
ん
ゆ
と
う
の
ね
ん
を
ほ
と
こ
す
時
－
（
林
）
ま
よ
ふ
心
吝
と
り
の
心
、
一
に

な
る
と
か
く
也
。
か
く
し
て
さ
き
の
ご
と
く
I
ね
ん
に
む
え
ん
の
念
を
ほ
ど
こ

す
と
き
　
（
鉄
）
ま
よ
ひ
の
心
悟
の
心
ひ
と
つ
に
な
り
一
党
に
成
す
る
と
云
也

か
く
て
女
先
一
念
融
㈲
の
念
を
け
と
こ
す
時
　
1
3
　
も
と
の
I
（
林
）
ナ
シ

且し

人
と
て
か
わ
ら
す
I
（
林
）
人
の
と
く
わ
が
う
す
。
1
5
　
虚
空
に
I
（
林
）

1
6
　
し
た
る
I
（
鉄
）
　
し
て
る
　
1
7
　
な
れ
と
も
I
（
林
）
　
な
れ
ど
　
1
8

ま
よ
ひ
ぬ
る
I
（
林
）
ま
よ
へ
る
　
迦
　
さ
と
り
の
心
ひ
と
っ
に
な
る
時
－
（
林
）

さ
と
り
の
心
に
ひ
と
っ
に
し
ゃ
う
じ
、
（
鉄
）
悟
の
心
ひ
と
っ
に
成
時
　
2
0

ほ
ん
う
ち
し
ゃ
う
の
I
（
林
）
本
有
じ
し
ゃ
う
の
　
（
鉄
）
本
有
の
自
性
の
　
2
1

り
に
な
る
な
り
I
（
林
）
ま
ぐ
は
へ
て
さ
と
り
に
な
り
て
あ
る
　
（
鉄
）
理
に
成

也
　
2
2
　
ゑ
し
ん
I
（
鉄
）
依
身
　
2
3
　
す
っ
る
I
（
林
）
す
て
ぬ
　
2
4
　
　
さ
と

り
の
か
う
し
ゃ
う
た
り
し
さ
と
り
の
I
（
林
）
　
吝
と
り
に
ほ
ど
こ
す
也
。
こ
の

と
き
、
わ
が
う
し
た
り
し
さ
と
り
の
　
（
鉄
）
覚
の
合
成
し
た
り
し
覚
の
　
2
5

な
る
、
業
平
－
（
林
）
な
る
也
。
さ
れ
ば
、
な
り
ひ
ら
は
　
（
鉄
）
な
る
也
是
秘

の
深
秘
也
さ
れ
は
業
平
　
2
6
　
た
め
に
I
（
鉄
）
た
め
て
　
2
7
　
ま
さ
に
I
（
林
）

か
た
ぐ
　
2
8
　
せ
し
I
（
林
）
す
る
　
2
9
　
さ
れ
ハ
ー
（
林
）
　
こ
の
た
め
を
も

て
　
3
0
　
く
ら
き
I
（
林
）
や
み
　
皿
　
た
り
I
（
林
）
た
る
也

七
、
〔
深
秘
第
四
、
悟
り
の
時
、
和
合
で
あ
る
か
ら
「
迷
ひ
」
も
な
い
E
業
平
　

と
染
殿
内
侍
〕

J

し
ん
ひ
た
い
U
に
い
は
く
、
此
和
合
の
時
、
ま
よ
ふ
心
も
さ
と
る
心
も
ひ

3

と
つ
に
成
て
、
ま
よ
ひ
も

J

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
μ
一

る
も
し
ら
谷
る
も
、
一
つ
と
な
る
な
り
、
此
ゆ
へ
に
、
業
平
の
朝
臣
、
う
こ
ん

つ
な
れ
ハ
、
ま
よ
ひ
も
な
き
な
り
、
さ
れ
ハ
、
し

の
は
ゝ
の
そ
め
と
の
ゝ
な
い
し
に
、

　
　
み
ず
も
あ
ら
す
み
も
せ
ぬ
人
の
こ
ひ
し
く
は

　
　
あ
や
な
く
け
ふ
や
な
か
め
く
ら
さ
ん

此
心
ハ
見
る
も
ミ
谷
る
も
一
つ
な
り
、
見
ぬ
も
み
た
り
と
い
ふ
心
を
、
み
ず
も

あ
ら
す
と
ハ
い
ふ
な
り
、
さ
れ

ハ
和
合
し
そ
む
る
と
き
を
な
か
む
に
ハ
、
あ
や

つ
だ
の
心
は
、
ま
よ
ひ
も

お
も
ひ
の
ミ
こ
そ
し
る
へ
な
り
け
れ
と
い
ふ
ハ
、
吝
と
り
の
か
た
よ
り
ま
よ
ひ

の
人
に
和
合
し
て
、
一
念
か
う
し
や
う
の
時
、
さ
と
る
お
も
ひ
を
な
す
ち
ふ
な

り
、
な
に
か
あ
や
か
し
、
お
も
ひ
を
し
る
へ
と
お
も
ひ
て
あ
や
あ
り
と
い
ふ
な

り
、
あ
や
と
ハ
や
く
な
り
、
ま
よ
ひ
も
さ
と
り
も
一
つ
お
も
ひ
を
し
る
へ
に
て

ハ
あ
や
あ
り
、
あ
や
か
し
と
ハ
な
に
と
て
い
は
ん
と
な
り
、

〈
校
具
〉

1
　
一
　
し
ん
ひ
た
い
u
に
い
は
く
I
（
林
）
深
秘
第
u
云
　
（
鉄
）
深
秘
第
u

曰
　
2
　
ま
よ
ふ
心
も
さ
と
る
心
も
ひ
と
つ
に
I
（
林
）
ま
よ
ふ
こ
ゝ
ろ
も
ぴ

と
つ
に
　
（
鉄
）
迷
心
も
覚
1
　
も
一
に
　
3
　
ま
よ
ひ
も
一
つ
I
（
林
）
ま
よ
ひ

も
さ
と
り
も
ひ
と
つ
　
（
鉄
）
ま
よ
ひ
も
I
　
4
　
一
つ
と
な
る
な
り
I
（
廿

一
に
な
り
し
、
み
ぬ
も
み
ざ
ら
ぬ
も
、
一
に
し
や
う
ず
る
也
　
5
　
う
こ
ん
の

は
ゝ
の
I
（
林
）
　
さ
こ
む
　
（
鉄
）
右
近
揚
場
の
　
G
　
な
い
し
に
I
（
林
）
な

い
し
に
あ
ひ
て
　
7
　
こ
ひ
し
く
は
I
（
林
）
　
亦
む
し
吝
に
　
（
鉄
）
亦
言
旨

8
　
此
心
ハ
ー
（
林
）
ナ
シ
　
9
　
見
る
も
ミ
さ
る
も
一
つ
I
（
林
）
み
し
も
み

ざ
る
も
ひ
と
つ
　
（
鉄
）
　
み
る
鳥
み
さ
る
も
I
　
1
0
　
み
た
り
I
（
鉄
）
み
た
る

n
　
心
を
I
（
林
）
心
に
　
（
鉄
）
心
　
1
2
　
み
ず
も
あ
ら
す
と
ハ
ー
（
林
）
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
一
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ず
も
あ
ら
ず
と
　
1
3
　
さ
れ
ハ
ー
（
林
）
こ
ひ
と
い
ふ
は
　
1
4
　
　
と
き
を
I
（
林
）

と
て
　
1
5
　
な
か
む
に
ハ
ー
（
林
・
鉄
）
な
が
む
る
は
　
1
6
　
い
ふ
な
り
I
（
林
）

也
　
1
7
　
へ
い
し
I
（
林
・
鉄
）
返
事
　
1
8
　
う
た
の
心
は
、
ま
よ
ひ
も
さ
と

り
も
I
（
林
）
　
の
う
た
、
し
る
し
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て
い
ほ
か
思
ひ

の
み
こ
そ
し
る
べ
成
け
れ
此
1
　
の
心
は
、
ま
よ
ひ
も
さ
と
り
も
　
（
鉄
）
　
の
1
　

心
ハ
ま
よ
ふ
も
悟
る
も
　
1
9
　
い
つ
れ
の
I
（
林
）
な
に
か
　
2
0
　
め
い
よ
と

い
ふ
へ
き
、
た
ゝ
お
も
ひ
の
ミ
こ
そ
し
る
へ
な
り
け
れ
と
い
ふ
ハ
ー
（
林
）
ま

よ
ひ
・
さ
と
り
と
云
べ
き
。
た
・
ゝ
お
も
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ
な
り
け
れ
と
い
ふ

は
　
（
鉄
）
ま
よ
ぴ
　
2
1
　
さ
と
り
の
か
た
よ
り
I
（
鉄
）
覚
の
か
た
よ
り
も

2
2
　
ま
よ
ひ
の
人
に
I
（
林
）
ま
よ
ふ
人
を
　
2
3
　
さ
と
る
お
も
ひ
を
な
す
ち

ふ
な
り
、
な
に
か
あ
や
な
し
I
（
林
）
さ
と
る
思
ひ
こ
そ
し
る
べ
に
て
あ
れ
、

し
る
と
し
ら
す
る
と
二
と
い
ふ
は
、
あ
や
な
し
　
（
鉄
）
　
さ
と
る
思
ひ
を
な
す

し
る
し
ら
す
何
か
あ
や
な
し
　
2
4
　
あ
や
あ
り
と
I
（
林
）
あ
や
ま
り
て
　
2
5

と
ハ
ー
（
林
）
と
い
ふ
は
　
2
6
　
や
く
I
（
林
―
鉄
）
益
　
2
7
　
ま
よ
ひ
も
さ
と

り
も
一
つ
お
も
ひ
を
し
る
へ
に
て
ハ
あ
や
あ
り
、
あ
や
か
し
と
ハ
な
に
と
て
い

は
ん
と
な
り
I
（
林
）
ま
よ
ひ
も
さ
と
り
も
お
も
ふ
恵
ひ
を
し
る
べ
に
て
益
あ

り
。
二
と
わ
き
て
は
益
な
し
と
い
ふ
也
。
（
鉄
）
迷
も
悟
も
ひ
と
つ
思
ひ
を
し

る
へ
に
て
あ
や
あ
り
と
わ
き
て
あ
や
な
し
と
は
な
に
と
て
い
ハ
か
と
也

八
、
〔
深
秘
第
五
、
無
相
無
念
と
は
E
業
平
の
斎
宮
へ
の
歌
、
義
晴
（
滋
巻
）
　

の
業
平
葬
儀
の
時
の
歌
〕

一
　
し
ん
ひ
た
い
五
に
い
は
く
、
無
相
無
念
と
い
ふ
ハ
、
無
相
ハ
色
も
な
く
、

無
念
は
お
も
ひ
も
な
き
な
り
、
三
千
世
界
ハ
色
也
、
し
ん
し
や
う
ン
氷
是
ミ

な
さ
と
り
の
時
ハ

、
無
相
無
念
に
し
て
あ
る
な
り
、
さ
い
く
う
の
あ
ま
に
な
り

て
、
よ
を
の
か
れ
た
る
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
、
な
り
ひ
ら
の
朝
巨
、
よ
み
て
た

て
ま
つ
り
け
る
う
た
、

九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

　
　
　
そ
む
く
と
て
雲
に
ハ
の
ら
ぬ
も
の
な
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

　
　
　
よ
の
う
き
事
そ
よ
そ
に
な
る
て
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

此
冊
の
心
ハ
、
よ
を
そ
む
く
と
い
ふ
て
あ
ま
に
な
り
て
山
里
に
い
た
れ
と
も
、

う
き
よ
の
中
な
れ
ハ
、
ふ
る
ま
ひ
ハ
そ
む
か
ぬ
よ
の
な
か
に
て
あ
る
な
り
、

よ20

を
そ
む
く
と
い
ふ
ハ
、
世
間
に
有
な
が
ら
、
無
念
無
相
に
な
る
と
き
、
そ
む
か

れ
た
る
よ
の
な
か
に
言
あ
る
な
り
、
無
相
無
念
ハ
、
虚
空
同
皿
な
り
、
空
ハ
色

も
な
し
、
さ
れ
ハ
、
虚
空
の
こ
と
く
し
て
、
無
念
無
相
な
る
時
、
よ
の
中
ハ
す

て
ら
れ
て
、
生
死
を
い
つ
る
な
り
、
此
無
相
無
念
の
さ
と
り
に
な
り
て
、
虚
空

㈲
言
の
時
、

生
死
ハ
な
き
な
り
、
生
死
の
な
し
と
い

の
5
2
8
と
り
な
り
ヽ
此
故
に
1
2
9
し
ハ
る
、
1
3
0
う
と
り
の
こ
う
り
に
て
、
‰
平
中
将

　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
2

ふ
ハ
、
無
念
無
相
の
伊
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
1

　
　
　
3
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

の
、
さ
う
け
う
の
時
よ
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

　
　
　
き
の
ふ
見
し
す
か
た
ハ
空
に
き
え
果
て

　
　
　
色
も
こ
ゝ
ろ
も
な
く
な
り
に
け
り

　
3
5
　
　
　
　
　
　
　
3
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
　
　
　
　
　
　
　
3
8

只
今
こ
の
ゑ
し
ん
を
す
て
た
る
と
き
、
ま
め
や
か
に
ま
こ
と
の
無
相
無
念
に
な
　
　
　
　
　

3
9

り
ぬ
と
よ
め
る
な
り
、

〈
校
異
〉

1
　
一
　
し
ん
ひ
た
い
五
に
い
ぱ
く
I
（
林
・
鉄
）
深
秘
第
五
云
　
2
　
な
く

　
　
　
　
　
／
‘
ノ
ヘ
　
　
　
、
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
／
‘
ノ
　
　
　
ー
7
″
χ
　
　
　
ノ
1
i
　
i
　
　
　
　
i

な
り
　
6
　
さ
と
り
の
I
（
林
）
さ
と
る
　
（
鉄
）
悟
の
　
7
　
無
相
無
念
に
し

（
鉄
）
な
し
　
3
　
無
念
は
I
（
林
）
無
念
と
い
ふ
は
　
4
　
お
も
ひ
も
な
き

（
林
）
お
も
ひ
な
き
　
5
　
し
ん
し
や
う
で
心
－
（
林
・
鉄
）
心
性
は
こ
ゝ
ろ

て
I
（
林
）
む
ね
む
に
て
　
8
　
の
か
れ
た
る
I
（
林
）
　
の
が
れ
た
り
　
9
　
お

ほ
せ
ら
れ
し
I
（
林
）
　
の
給
ひ
し
　
1
0
　
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
－
（
鉄
）
業
平
朝
臣

1
1
1
1
　
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
I
（
林
）
よ
み
つ
か
は
し
給
ひ
け
る
　
（
鉄
）
よ

ミ
て
た
て
ま
つ
り
給
ひ
け
る
　
1
2
　
の
ら
ぬ
I
（
林
1
鉄
）
　
い
ら
ぬ
　
1
3
　
な

れ
と
I
（
林
・
鉄
）
ゆ
へ
に
　
1
4
　
う
き
事
子
－
（
林
・
鉄
）
う
き
こ
と
の
　
1
5

な
る
て
ふ
I
（
鉄
）
成
ら
ん
　
1
6
　
と
い
ふ
て
I
（
林
）
と
て
　
（
鉄
）
と
い
ひ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

な
り
、
此
心
ハ
物
を
し
り
、
悟
り
の
有
ゆ
ぺ
に
、
く
ら
く
な
け
れ
ハ
、
明
か
な

神
と
ハ
た
ま
し
ゐ
心
を
い
ふ
な
り
、

此
人
ハ
、
法
界
虚
空
を
偏
満
し
て
よ
く
犬

九
三
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て
　
1
7
　
い
か
れ
と
も
I
（
鉄
）
　
ゐ
た
る
と
も
　
1
8
　
ふ
る
ま
ひ
ハ
ー
（
林
）
ふ

る
ま
ひ
　
1
9
　
そ
む
か
ぬ
I
（
林
・
鉄
）
　
そ
む
か
れ
ぬ
　
2
0
　
よ
を
そ
む
く
と

列
ふ
ハ
、
世
間
に
有
な
が
ら
、
無
念
無
相
に
な
る
と
き
I
（
林
）
ナ
シ
　
（
鉄
）

よ
を
そ
む
く
と
云
は
世
間
に
あ
り
な
が
ら
心
無
念
無
相
に
成
時
　
2
1
　
無
相
無

念
ハ
、
虚
空
同
譜
な
り
、
空
ハ
色
も
な
し
I
（
林
）
雲
と
い
ふ
は
そ
ら
と
い
ふ

ぎ
な
り
。
そ
ら
に
人
と
い
ふ
は
、
さ
と
り
の
む
さ
う
む
ね
ん
は
、
こ
く
う
ど
う

た
い
に
な
り
て
、
こ
く
う
は
無
色
無
心
也
　
（
鉄
）
無
相
無
念
ハ
虚
空
㈲
琳
也

空
ハ
心
も
色
も
な
し
　
2
2
　
無
念
無
相
－
（
林
）
か
号
つ
む
ね
ん
に
　
2
3
　
生

死
を
い
つ
る
な
り
I
（
林
）
生
花
を
出
る
也
。
世
中
と
い
ふ
は
生
死
也
。
2
4

さ
と
り
に
I
（
鉄
）
覚
に
　
2
5
　
な
り
て
I
（
林
）
な
る
と
き
、
こ
く
う
ど
う
た

い
也
　
2
6
　
生
死
の
な
し
I
（
林
）
生
死
な
し
　
（
鉄
）
生
死
の
な
き
　
2
7
　
無

念
無
相
－
（
林
）
む
号
つ
む
ね
ん

2
8
　
さ
と
り
上
鉄
）
　
悟
　
2
9
　
よ
し
ハ
る

－
（
林
・
鉄
）
　
し
げ
は
る
　
3
0
　
お
う
と
り
の
こ
う
り
I
（
林
）
お
う
と
り
ぐ
ん

（
鉄
）
大
1
　
部
　
3
1
　
業
平
中
将
の
I
（
林
）
業
平
の
中
将
　
3
2
　
号
つ
け
う
I

（
林
）
さ
う
そ
う
　
（
鉄
）
　
号
つ
め
う
　
3
3
　
よ
め
る
I
（
林
）
詠
寄
　
（
鉄
）
よ

め
り
　
3
4
　
き
之
果
て
I
（
林
・
鉄
）
な
り
は
て
ゝ
　
3
5
　
只
今
こ
の
I
（
林
）

こ
の
う
た
、
さ
う
そ
う
の
つ
ぎ
の
ひ
よ
め
る
也
。
さ
と
り
の
時
、
さ
と
る
心
也
。

む
号
つ
む
ね
ん
は
只
今
　
3
6
　
ゑ
し
ん
I
（
鉄
）
依
身
　
3
7
　
ま
こ
と
の
I
（
鉄
）

ま
こ
と
に
　
3
8
　
無
相
無
念
－
（
林
）
む
ね
む
む
さ
う
　
3
9
　
よ
め
る
な
り
I

（
林
）
詠
也

九
一

〔
深
秘
第
六
、
悟
り
の
時
、
皆
和
合
で
あ
る
か
ら
善
悪
の
区
別
は
な
い
〕

し
ん
ひ
た
い
六
に
い
は
く
、
此
さ
と
り
を
う
る
時
、
皆
和
合
な
れ
ハ
、

よ3

し
あ
し
の
か
が
ち
も
な
き
な
り
、
善
悪
不
二
と
し
て
、
伊
勢
の
一
つ
和
合
な
る

な
り
、
此
故
に
世
中
の
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
肖
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
人
ハ
お
も
ふ
を
も
お
も
ハ
ぬ
を
も
け
ち
め
ミ
せ
ぬ
心
あ
り
、
業
平
の
さ
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

い
と
し
て
、
お
も
ハ
ぬ
を
ハ
お
も
は
ぬ
も
の
を
、
こ

χ
　
1
　
4
｀
　
I
卜
　
j
　
？
　
　
　
‘
’
l
　
χ
‘
　
惣
　
　
ゝ
　
E
’
こ
‘
Ｉ
　
j
　
4

0

を
顕
ハ
す
所
な
り
、
唯
是
和
合
な
れ
は
、
神
ハ
う
け
す
と
も
、
神
の
い
さ
む
る

み
ち
な
ら
な
く
に
と
も
い
ふ
な
り
、
か
ゝ
る
ま
よ
ひ
の
人
の
、

さ
と
り
あ
る
ゆ

〔
深
秘
薬
七
、
住
吉
大
閤
神
を
血
派
の
始
め
と
す
る
こ
と
〕

し
ん
ひ
た
い
七
に
い
は
く
、
す
ミ
よ
し
の
犬
明
神
を
け
つ
ミ
や
く
の
ふ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

へ
に
、
悟
を
伝
え
て
悟
ら
し
め
ん
か
た
め
な
り
、
伊
勢
物
語
と
て
か
け
る
な
り
、

　
1
6

是
も
和
歌
の
家
ひ
し
な
り
、

〈
校
言

"1 ＋ 1
　
一
　
し
ん
ひ
た
い
六
に
い
は
く
I
（
林
―
鉄
）
深
秘
第
六
云
　
2
　
北
さ

と
り
I
（
林
）
　
こ
の
伊
勢
の
さ
と
り
　
（
鉄
）
此
伊
勢
の
悟
　
3
　
よ
し
あ
し
の

I
（
林
）
此
和
合
に
善
悪
の
　
4
　
か
が
ち
I
（
鉄
）
す
ら
　
5
　
善
悪
不
二
と

し
て
I
（
林
）
善
悪
不
二
に
し
て
な
り
　
（
鉄
）
善
悪
不
二
に
し
て
　
G
　
一
つ

和
合
な
る
な
り
I
（
林
―
鉄
）
　
一
和
合
に
な
る
也
　
7
　
れ
い
I
（
林
）
た
め
し

（
鉄
）
例
　
8
　
お
も
ハ
ぬ
を
ハ
お
も
は
ぬ
も
の
を
I
（
林
）
お
も
ふ
を
（
言

も
ひ
思
は
ぬ
を
お
も
は
ず
　
9
　
あ
り
I
（
林
）
あ
り
と
い
ふ
也
　
1
0
　
さ
と

り
I
（
鉄
）
悟
　
1
1
　
是
－
（
林
）
こ
の
　
1
2
　
と
も
I
（
林
）
と
も
な
が
め
　
（
鉄
）

と
て
も
　
1
3
　
か
ゝ
る
ま
よ
ひ
の
人
の
、
さ
と
り
あ
る
ゆ
へ
に
I
（
林
）
　
こ
の

和
合
は
、
か
ゝ
る
ま
よ
ひ
の
人
を
す
く
ふ
こ
と
は
り
の
さ
と
り
、
あ
が
こ
の
ゆ

へ
に
　
（
鉄
）
か
ゝ
る
ま
よ
ひ
の
入
覚
の
有
ゆ
へ
に
　
且
　
た
め
な
け
I
（
林
・

鉄
）
た
め
に
　
1
5
　
か
け
る
I
（
林
）
　
い
へ
る
　
1
6
　
是
も
和
歌
の
家
ひ
し
な

り
I
（
林
）
こ
の
事
は
是
家
の
秘
事
な
り
　
（
鉄
）
こ
れ
和
冊
の
家
の
秘
事
也

は
し
め
と
す
る
事
、
大
明
神
と
い
ふ
ハ
、
お
は
ぎ
に
明
か
な
る
を
い
ふ
な
り
、

る
な
り
、
一
切
の
心
を
大
明
神
と
い
ふ
な
り
、
こ
の
人

ハ
ほ
ん
う
し
や
う
し
ゅ
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の
和
合
、
無
相
無
念
な
れ
ハ
、
い
と
ふ
へ
き
事
も
な
し
、
ね
か
ふ
へ
き
事
も
な

し
、
と
さ
と
る
時
、
よ
の
中
ハ
す
み
よ
し
な
る
な
り
、
ざ
る
開
、
す
み
よ
し
大

明
神
と
い
ふ
な
り
、
こ
の
う

て
た
く
せ
ん
す
る
と
い
へ
る

へ
、
す
み
よ
し
の
社
に
参
り
た
る
に
、
巫
に
つ
け

に
、
業
平
を
ほ
め
て
い
は
く
、
な
ん
し
ハ
凡
夫
の

愚
人
に
あ
ら
す
と
の
た
ま
ひ
し
よ
り
、

人
業
平
を
お
そ
れ
し
か
ハ
、
わ
さ
と
す

ミ
よ
し
の
神
の
お
し
へ
に
よ
り
て
さ
と
る
と

と
す
、
し
か
れ
ハ

い26

97

さ
と
る
人
ハ
、
わ
さ
と
ま
よ
へ
る
女
に
和
合
し
て
、
此
谷

と
り
を
結
ハ
せ
、
縁
を
結
ひ
置
て
、

ふ
あ
や
ま
り
な
き
心
を
は
し
め

礼
人
の
到
し
ん
を
捨
る
と
き
、
佐
り
を
え

さ
せ
む
と
す
へ
き
な
り
、
業
平
の
ほ
ん
ゐ
ハ
、
伊
勢
の
さ
と
り
を
か
き
お
き
だ

る
志
の
の
そ
み
、
た

宍
是
よ
し
ハ
る
か
す
い
な
う
な
り
と
云
代
穴
賢
他
人
に

み
す
へ
が
ら
す
、
可
秘
云
云
、

〈
校
異
〉

1
　
一
　
し
ん
ひ
た
い
七
に
い
は
く
I
（
林
・
鉄
）
深
秘
第
七
云
　
2
　
す
ミ

よ
し
の
I
（
鉄
）
往
吉
　
3
　
け
っ
ミ
や
く
の
ふ
に
I
（
林
）
血
脈
文
　
（
鉄
）

血
脈
の
譜
に
　
ル
仕
　
お
ほ
き
に
I
（
林
）
大
き
に
　
（
鉄
）
大
に
　
5
　
心
を
い

ふ
な
り
I
（
林
）
な
り
、
神
の
字
を
玉
し
ゐ
と
よ
む
也
　
6
　
人
ハ
ー
（
林
》
言

ろ
は
　
（
鉄
）
心
の
　
7
　
虚
空
を
I
（
林
）
虚
空
に
　
8
　
よ
く
大
な
り
I
（
林
）

お
ほ
い
な
り
　
9
　
し
り
I
（
林
・
鉄
）
し
る
　
1
0
　
悟
り
の
有
ゆ
へ
に
I
（
林
）

か
る
が
ゆ
へ
に
　
（
鉄
）
悟
有
故
に
　
1
1
　
く
ら
く
I
（
鉄
）
闇
　
1
2
　
明
か
か

る
な
り
I
（
林
）
あ
き
ら
か
也
　
（
鉄
）
明
也
　
1
3
　
一
切
の
I
（
林
・
鉄
）
　
こ

の
故
に
、
一
切
の
　
且
　
人
－
（
林
）
心
　
（
鉄
）
神
　
1
5
　
ほ
ん
う
し
や
う
し

ゆ
I
（
林
―
鉄
）
本
有
常
住
　
1
6
　
無
相
無
念
な
れ
ハ
ー
（
林
）
む
ね
む
む
谷
う

に
し
て
あ
る
な
り
。
ざ
れ
ば
仏
と
も
い
ひ
、
衆
生
と
も
い
ひ
、
み
な
む
ね
む
和

合
な
れ
ば
　
（
鉄
）
無
相
無
念
の
和
合
か
れ
は
　
1
7
　
す
み
よ
し
な
る
な
り
I

（
林
）
す
み
よ
く
な
る
也
　
（
鉄
）
往
吉
な
る
也
　
1
8
　
す
み
よ
し
大
㈲
神
－
（
セ

す
み
よ
し
の
大
明
神
　
（
鉄
）
大
明
神
　
1
9
　
巫
に
っ
け
て
I
（
林
―
鉄
）
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
匹

禰
宜
に
つ
き
て
　
2
0
　
た
く
せ
ん
I
（
林
）
御
た
く
せ
む
　
2
1
　
な
ん
し
ハ
凡

失
の
愚
人
に
あ
ら
す
と
の
た
ま
ひ
し
ょ
り
I
（
林
）
　
ナ
シ
　
2
2
　
人
－
（
林
）

人
々
　
器
　
お
そ
れ
し
か
ハ
ー
（
林
）
物
へ
か
れ
し
か
ば
　
2
4
　
お
し
ヘ
ー
（
鉄
）

を
し
　
2
5
　
さ
と
る
I
（
鉄
）
　
覚
　
2
6
　
い
ふ
I
（
林
）
　
い
ひ
て
　
（
鉄
）
　
云

2
7
　
あ
や
ま
り
な
き
心
を
は
し
め
と
す
I
（
林
）
　
一
代
と
い
ふ
也
。
あ
ざ
け
り

な
き
心
を
は
じ
め
と
」
た
れ
ば
、
一
代
と
を
く
也
　
（
鉄
）
あ
や
ま
ち
な
き
心

を
は
し
め
と
す
　
2
8
　
し
か
れ
ハ
ー
（
林
）
然
に
　
（
鉄
）
然
は
　
2
9
　
さ
と
る

人
ハ
ー
（
林
）
さ
と
れ
る
人
の
　
（
鉄
）
覚
る
人
ハ
　
3
0
　
わ
さ
と
ま
よ
へ
る
女

－
（
林
）
　
わ
ざ
と
へ
ま
よ
へ
ぬ
女
　
（
鉄
）
　
わ
ざ
と
怖
ま
よ
へ
る
女
　
3
1
　
さ

と
り
I
（
鉄
）
悟
　
3
2
　
其
人
－
（
林
）
雲
人
　
3
3
　
ゑ
し
ん
を
捨
る
I
（
林
）

1
　
　
し
ん
を
す
つ
る
　
（
鉄
）
依
1
　
を
す
つ
る
　
翼
　
悟
り
1
（
林
・
鉄
）
　
こ
の
さ

と
り
　
3
5
　
業
平
の
I
（
林
）
　
こ
れ
、
な
り
ひ
ら
の
　
3
6
　
ほ
ん
ゐ
ハ
ー
（
林
）

本
意
　
3
7
　
さ
と
り
を
I
（
鉄
）
覚
を
　
3
8
　
か
き
お
き
た
る
志
の
の
そ
み
I

（
林
）
　
い
ふ
を
き
ゝ
つ
る
心
ざ
し
の
底
こ
れ
也
　
（
鉄
）
書
を
き
た
る
心
さ
し
の

の
そ
ミ
　
3
9
　
た
よ
疋
－
（
林
）
是
　
4
0
　
よ
し
ハ
る
I
（
林
・
鉄
）
し
げ
は
る

肘
　
と
云
々
－
（
林
）
ナ
シ
　
（
鉄
）
と
云
に
　
4
2
　
穴
賢
他
人
に
み
す
へ
が
ら

す
、
可
秘
云
云
－
（
林
・
鉄
）
　
ナ
シ

注

Ｉ
）
　
『
鉄
心
斎
文
庫
蔵
　
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
　
二
』
　
解
題
　
片
桐
洋
一
　
芦
　
　

沢
新
二
　
八
木
言
店
　
平
成
元
年
一
月
発
行
　
五
〇
匹
－
五
〇
五
頁

（
2
）
　
㈲
注
1
　
五
○
六
百

（
3
）
　
『
謡
曲
集
　
上
』
　
伊
藤
正
義
校
注
　
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
新
潮
社
　
昭
和
　
　

五
八
年
三
月
発
行
　
二
六
五
頁
　
頭
注
一
七
二
九

子
）
　
『
国
書
総
目
録
』
　
第
一
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
三
八
年
一
一
月
発
行
　
二
I
　
　

六
頁
　
第
二
段

子
）
　
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
　
増
訂
版
』
　
大
津
有
一
著
　
八
木
書
店
　
昭
和
　
　

六
一
年
二
月
発
行
　
三
四
頁
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ら7

心

ら8

心

へ9

心

ら]0

心

らn

心

ら回

心

心13

心

ら14

心

　
㈲
注
5
　
三
二
頁

　
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
資
料
篇
〕
』

年
一
月
発
行
　
八
八
〇
頁

　
同
注
5
　
ご
ニ
ー
三
四
頁

　
同
注
5
　
三
三
頁

　
㈲
注
7
　
八
八
〇
頁

　
同
注
7
　
八
八
〇
－
八
八
一
頁
　

㈲
注
7

片
桐
洋
一
著
　
明
治
書
院
　
昭
和
四
四

　
『
未
刊
回
文
古
註
釈
大
系
　
第
八
巻
』
　
吉
沢
義
則
編
纂
　
清
文
堂
　
昭
和
一

三
年
六
月
発
行
　
昭
和
四
四
年
復
刻
版
発
行
　
回
二
（
頁

　
同
注
1

　補

底記
本
の
翻
刻
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
、
刈
谷
市
立
図
書
館
に
感
謝
致
し
ま
す
。

ま
た
、
御
高
著
所
収
の
本
を
校
具
に
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
許
可
い
た

だ
き
ま
し
た
、
片
桐
洋
一
先
生
に
感
謝
致
し
ま
す
。
飯
塚
は
平
成
四
年
度
・
平

成
五
年
度
の
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
前
成
（
言
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ

の
助
成
金
に
よ
り
、
飯
塚
が
行
っ
た
読
書
会
・
調
査
の
成
果
の
一
部
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
デ
ー
タ
入
力
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
日
本
福
祉
大
学
学
生

の
平
沢
真
哉
君
に
感
謝
致
し
ま
す
。

九
五


